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序

　

修
驗
衟
は
中
世
末
に
修
驗
者
が
修
行
の
理
想
と
し
た
役
小
角
の
本
格

的
な
傳
記
『
役
行
者
本
記
』
の
成
立（

１
）、

熊
野
、
金
峰
、
大
峰
の
緣
起
や

神
格
の
說
明
で
あ
る
『
諸
山
緣
起
』、『
金
峰
山
祕
密
傳
』、『
大
峰
緣
起
』、

『
修
驗
指
南
鈔
』、『
兩
峰
問
答
祕
鈔（

２
）』、

峰
入
の
修
驗
者
が
個
別
に
傳
え

て
き
た
三
十
三
通
の
切
紙
を
ま
と
め
た
、
彥
山
の
智
光
・
蓮
覺
な
ど
の

作
と
傳
え
る
『
修
驗
三
十
三
通
記
』
や
、こ
れ
に
も
と
づ
く
卽
傳
の
『
修

驗
修
要
祕
決
集
』
の
成
立
に
よ
っ
て
確
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る（

３
）。

こ
の

う
ち
『
修
驗
三
十
三
通
記
』『
修
驗
指
南
鈔
』
と
卽
傳
の
『
修
驗
修
要

祕
決
集
』
同
じ
く
彼
の
『
修
驗
頓
覺
速
證
集
』
な
ら
び
に
天
和
四
年
（
一

六
八
四
）
に
秀
高
の
手
に
な
る
『
役
君
形
生
記
』
は
近
世
期
を
通
じ
て

修
驗
五
書
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
。
特
に
『
修
驗
修
要
祕
決
集
』
は

近
世
初
期
に
そ
の
註
疏
で
あ
る
『
修
驗
記
』、『
修
要
鈔
』
が
編
ま
れ
た

り
、
本
書
を
も
と
に
自
說
を
展
開
し
た
近
世
末
の
當
山
派
の
碩
學
行
智

の
弟
子
行
阿
の
『
修
要
祕
決
傳
講
筆
記
』
が
編
ま
れ
て
い
る（

４
）。

ま
た
、

そ
の
字
義
論
を
展
開
し
た
宥
鎫
の
『
山
伏
二
字
義
』、
衣
體
論
の
註
疏

で
あ
る
常
圓
の
『
修
驗
法
具
祕
決
精
註
』
が
著
さ
れ
て
い
る（

５
）。

け
れ
ど

も
『
修
驗
修
要
祕
決
集
』
に
關
し
て
は
、
そ
の
成
立
過
程
や
影
響
の
檢

討
や（

６
）、

本
書
に
見
ら
れ
る
思
想
や
儀
禮
に
つ
い
て
の
部
分
的
な
紹
介
が

な
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
全
體
的
な
檢
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い（

７
）。

そ
こ

で
本
小
論
で
は
、
こ
の
卽
傳
『
修
驗
修
要
祕
決
集
』
に
見
ら
れ
る
思
想

と
峰
入
を
中
心
と
し
た
儀
禮
を
紹
介
し
、
眞
言
・
天
台
の
思
想
と
の
關

係
を
指
摘
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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Ⅰ
．
阿
吸
房
卽
傳
と
『
修
驗
修
要
祕
決
集
』

　

卽
傳
（
生
沒
年
未
詳
）
は
日
光
出
身
の
游
行
修
驗
者
で
、
金
峰
山
の

快
譽
の
元
で
大
峰
山
の
峰
入
や
柱
源
作
法
の
切
紙
を
授
か
っ
た
。
そ
し

て
、
朋
輩
だ
っ
た
彥
山
の
承
運
に
誘
わ
れ
て
、
彥
山
に
赴
き
、
長
期
に

わ
た
っ
て
滯
在
し
、
智
光
・
蓮
覺
な
ど
が
ま
と
め
た
と
さ
れ
る
『
修
驗

三
十
三
通
記
』
や
、
そ
の
他
の
切
紙
を
授
か
っ
た
。
さ
ら
に
永
正
六
年

（
一
五
〇
九
）
承
運
か
ら
こ
れ
ら
を
含
む
五
十
通
の
切
紙
を
傳
授
さ
れ
、

そ
れ
を
も
と
に
編
集
し
て
『
修
驗
修
要
祕
決
集
』
を
完
成
し
た
と
考
え

ら
れ
る（

８
）。

ま
た
佛
敎
語
彙
や
思
想
を
解
說
し
た『
修
驗
頓
覺
速
證
集
』、

彥
山
の
峰
中
修
行
を
一
三
六
項
目
に
ま
と
め
た
『
三
峰
相
承
法
則
密

記
』、彥
山
傳
來
の
切
紙
を
ま
と
め
た
『
彥
山
修
驗
祕
訣
印
信
口
決
集
』、

內
山
永
久
寺
傳
來
の
『
峰
中
灌
頂
本
軌
』
所
揭
の
切
紙
一
二
通
と
彥
山

の
切
紙
三
通
を
ま
と
め
た
『
彥
山
峰
中
灌
頂
密
藏
』、
柱
源
の
修
法
を

中
心
と
す
る
『
柱
源
祕
底
記
』
を
著
し
た（

９
）。

そ
し
て
彥
山
に
長
く
留
ま

っ
て
山
內
で
授
法
す
る
と
共
に
戶
隱
山
、
白
山
山
麓
近
く
の
那
谷
寺
な

ど
を
訪
れ
た
。
ま
た
金
峰
山
の
快
乘
、
行
賀
、
近
江
飯
衟
寺
の
定
珍
ら

に
授
法
し
た
。
こ
の
他
、
三
輪
山
、
高
天
寺
な
ど
當
山
正
大
先
逹
に
も

授
法
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
彼
は
修
驗
衟
を
確
立
し
た
修

驗
者
と
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
彼
は
彥
山
に
長
く
滯
在
し
た
が
、
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）

に
承
運
か
ら
五
十
一
通
を
傳
授
さ
れ
た
印
證
狀
に
は
日
光
山
住
客
先
逹

阿
吸
房
卽
傳
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
彥
山
を
出
て
戶
隱
、
白
山
、
近

江
な
ど
巡
錫
し
て
い
る
よ
う
に
各
靈
山
で
客
僧
と
し
て
遇
さ
れ
た
修
驗

者
で
彼
自
身
も
そ
う
自
認
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
の
自
稱
の

阿
吸
房
は
「
阿
字
」
の
敎
え
を
吸
收
し
た
修
驗
者
で
、
卽
傳
は
天
台
本

覺
思
想
の
「
卽
」
す
な
わ
ち
「
不
二
」
の
思
想
を
體
得
し
、
そ
れ
を
實

現
す
る
こ
と
を
自
己
の
目
的
と
捉
え
て
い
た
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
本
書
『
修
驗
修
要
祕
決
集
』
の
書
名
は
、
修
驗
の
「
要
」

（
か
な
め
）
を
說
い
た
祕
決
を
集
め
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

そ
こ
で
、
本
小
論
で
は
、
本
書
を
修
驗
衟
確
立
期
に
實
際
に
そ
の
行
法

を
確
立
し
た
修
驗
者
が
そ
の
要
を
ま
と
め
た
も
の
と
位
置
づ
け
て
、
左

記
の
目
次
に
傍
線
を
付
し
た
そ
の
主
要
な
も
の
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の

要
點
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い（

（（
（

。

『
修
驗
修
要
祕
決
集
』
目
次

卷
上
〔
衣
體
分
十
二
通
〕
⑴
頭
襟
之
事
　

⑵
斑
蓋
之
事
　

⑶
鈴
繫
之

事
　

⑷
結
袈
裟
之
事
　

⑸
法
螺
之
事
　

⑹
念
珠
之
事
　

⑺
錫
杖

之
事
　

⑻
緣
笈
之
事
　

⑼
肩
箱
之
事
　

⑽
金
剛
杖
事
　

⑾
引
敷

之
事
　

⑿
脚
半
之
事
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〔
淺
略
分
七
通
〕
⑴
依
經
用
否
事
　

⑵
修
驗
宗
旨
大
意
事
　

⑶

三
種
卽
身
事
　

⑷
三
種
問
答
事
　

⑸
修
驗
用
心
事
　

⑹
邪
正
分

別
事
　

⑺
世
界
建
立
事

卷
中
〔
深
祕
分
七
通
〕
　

⑴
山
伏
二
字
之
事
　

⑵
臥
伏
二
字
之
事
　

⑶
四
種
名
義
之
事
　

⑷
三
身
山
伏
之
事
　

⑸
寶
冠
問
答
之
事
　

⑹
不
動
十
界
之
事
　

⑺
法
螺
兩
緖
之
事
　
　

　
　

〔
極
祕
分
七
通
〕
　

⑴
十
界
修
行
事
　

⑵
峰
中
床
堅
事
　

⑶
峰

中
床
精
事
　

⑷
峰
中
閼
伽
事
　

⑸
峰
中
柱
源
事
　

⑹
峰
中
小
木

事
　

⑺
峰
中
碑
傳
事
　

卷
下
〔
私
用
分
七
通
〕
　

⑴
灌
頂
啓
白
事
　

⑵
正
灌
頂
大
事
　

⑶
峰

中
床
定
事
　

⑷
入
峰
印
證
狀
事
　

⑸
峰
中
血
脉
事
　

⑹
峰
中
小

柴
事
　

⑺
螺
緖
印
信
事
　
　

　
　

〔
添
書
分
七
通
〕
　

⑴
役
行
者
略
緣
起
　

⑵
役
行
者
尊
形
事
　

⑶
阿
字
門
回
向
事
　

⑷
靈
供
作
法
事
　

⑸
五
箇
問
答
事
　

⑹
入

峰
三
祇
事
　

⑺
修
驗
類
字
　

　
　

〔
最
極
祕
分
三
通
〕
⑴
修
驗
衟
四
重
阿
字
大
事
　

⑵
修
驗
衟
阿

字
八
箇
證
義
　

⑶
三
有
六
大
事

　

こ
の
う
ち
卷
上
・
衣
體
分
十
二
通
、
淺
略
分
七
通
、
卷
中
・
深
祕
分

七
通
、極
祕
分
七
通
ま
で
は『
修
驗
三
十
三
通
記
』と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

た
だ
し
、
世
界
建
立
事
、
峰
中
床
堅
事
、
峰
中
床
精
事
、
峰
中
柱
源
事
、

峰
中
碑
傳
事
は
『
三
十
三
通
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。『
三
十
三
通
記
』

に
は
こ
の
か
わ
り
に
「
體
相
用
三
大
之
事
」、「
無
作
三
身
之
事
」、「
無

相
六
度
之
事
」、「
本
有
灌
頂
事
」、「
舍
身
求
菩
提
事
」
が
入
れ
ら
れ
て

い
る
。
密
敎
に
關
す
る
も
の
を
の
ぞ
き
、
峰
中
作
法
が
加
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
註
目
さ
れ
る
。
な
お
本
書
に
付
加
さ
れ
た
、
卷
下
の
私
用
分

七
通
は
峰
中
灌
頂
な
ど
、
添
書
分
七
通
は
役
行
者
、
葬
祭
、
修
驗
類
字

な
ど
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
修
驗
修
要
祕
決
集
』
は
元
祿
四
年
（
一
六
九
一
）
に
不

慧
が
校
訂
し
て
刊
行
し
た
際
の
序
文
「
修
驗
切
紙
發
題
」
に
よ
る
と
、

古
來
口
傳
と
さ
れ
た
作
法
、
切
紙
を
彥
山
の
智
光
、
蓮
覺
が
ま
と
め
た

が
、
こ
れ
を
受
け
て
卽
傳
が
大
永
年
閒
（
一
五
二
一―

二
八
）
に
五
十
通

に
ま
と
め
て
本
書
を
作
成
し
た
と
し
て
い
る
。
た
だ
元
祿
年
閒
（
一
六

九
一
）
に
刊
行
の
際
に
不
慧
が
最
極
祕
分
三
通
を
略
し
、
若
干
の
錯
誤

を
校
訂
し
て
、
こ
の
序
文
を
付
し
て
、
刊
行
し
た
と
し
て
い
る（

（（
（

。
な
お

こ
こ
で
智
光
・
蓮
覺
が
ま
と
め
た
も
の
が
『
修
驗
三
十
三
通
記
』
で
、

大
永
年
閒
に
卽
傳
が
作
成
し
た
こ
の『
修
驗
修
要
祕
決
集
』は
、こ
の『
三

十
三
通
記
』
も
含
ん
だ
彼
が
承
運
か
ら
授
か
っ
た
五
十
通
を
も
と
に
し

て
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
不
慧
が
刊
本
の
作
成
に
際
し
て
省

略
し
た
最
極
分
三
通
と
は
、『
彥
山
修
驗
祕
訣
印
信
口
決
集
』
の
最
初
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に
所
揭
の
「
修
驗
衟
四
重
阿
字
大
事
」、「
修
驗
衟
阿
字
八
箇
證
義
」、

「
三
有
六
大
事
」
と
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
こ
の
う
ち
の

前
二
者
を
考
察
の
對
𧰼
と
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
五
十
一
通
の
切
紙
（「
分
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
）
の
そ
れ

ぞ
れ
に
は
授
受
關
係
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
そ
の
本
文
中

に
「
本
記
曰
」、「
祕
記
曰
」、「
傳
記
曰
」、「
御
口
說
曰
」
と
の
記
載
が

認
め
ら
れ
る
。
こ
の
「
本
記
」
は
十
四
世
紀
前
期
の
彥
山
の
流
傳
、「
祕

記
」は
一
四
世
紀
後
期
の
蓮
覺
、「
傳
記
」は
一
五
世
紀
初
期
の
智
光
、「
御

口
說
」
は
一
五
世
紀
中
期
の
卽
傳
の
師
阿
光
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。

そ
し
て
卽
傳
が
こ
れ
ら
先
師
の
切
紙
を
引
用
、
參
照
し
て
、
本
書
の
各

「
分
」
を
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
本
論
文
で
は
こ
の
彼
ら
の

引
用
の
紹
介
は
割
愛
し
て
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
作
成
し
た
卽
傳
自
身
の

考
え
を
示
す
た
め
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
「
分
」
の
要
旨
に
焦
點
を
お
い
て
、

以
下
字
義
、
依
經
、
本
尊
、
役
行
者
な
ど
思
想
一
般
、
字
義
・
衣
體
に

見
ら
れ
る
思
想
、
峰
入
を
中
心
と
し
た
儀
禮
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
そ

の
際
、
出
來
得
る
限
り
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
佛
敎
語
に
つ
い
て
解
說
す

る（
（（
（

。
そ
の
上
で
修
驗
衟
を
い
わ
ば
寓
宗
と
し
、
卽
傳
自
身
も
そ
れ
に
通

曉
し
て
い
た
眞
言
、
天
台
思
想
と
の
關
わ
り
に
つ
い
て
檢
討
す
る
こ
と

に
し
た
い
。

Ⅱ
．
卽
傳
の
思
想

　
　

一
．
修
驗
宗
旨
（
淺
略
分
二
）

　

修
驗
衟
の
宗
旨
は
無
作
三
密
（
身
、
口
、
意
の
あ
る
が
ま
ま
の
境
地
）

の
法
義
、
十
界
一
如
（
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
修
羅
、
人
、
天
、
聲
聞
、
緣
覺
、

菩
薩
、
佛
の
十
界
に
遍
在
す
る
根
源
的
な
原
理
）
の
妙
理
で
あ
る
。
な
お
卽

傳
は
『
修
驗
頓
覺
速
證
集
』
で
各
宗
の
立
義
を
紹
介
し
た
際
に
修
驗
は

十
界
一
如
を
旨
と
す
る
と
し
て
い
る（

（（
（

。
そ
し
て
、
そ
の
狀
相
は
金
剛
界

胎
藏
界
兩
部
本
具
の
直
體
で
、
そ
れ
に
則
し
て
卽
身
頓
悟
を
內
證
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
迷
悟
を
超
克
し
、
有
無
を

離
れ
て
色
心
（
物
と
心
）
不
二
、凡
圣
一
如
の
境
地
に
入
る
こ
と
に
あ
る
。

と
い
う
の
は
諸
法
は
阿
字
本
不
生
（
萬
物
が
本
來
的
に
眞
實
で
大
日
如
來

の
自
內
證
）
で
、
六
大
（
地
・
水
・
火
・
風
・
空
・
識
）、
四
曼
（
大
・
三
昧
耶
・

法
・
羯
磨
）の
體
性
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
眞
理
は
自
性
の
本
源
な
の
で
、

自
ら
の
妄
心
を
滅
し
て
心
を
鎭
め
、
自
性
淸
淨
心
に
目
ざ
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。な
お
こ
の
修
驗
の
敎
え
は
佛
敎
を
借
り
ず
、

文
字
を
立
て
ず
、
以
心
傳
心
の
形
で
傳
え
る
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
。

　
　

二
．
依
經
（
依
經
用
否
、
淺
略
分
一
）

　

佛
敎
の
諸
宗
で
は
い
ず
れ
も
特
定
の
經
典
を
所
依
と
し
て
い
る
。
こ
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れ
に
對
し
て
修
驗
衟
で
は
そ
の
當
初
か
ら
無
作
（
自
然
そ
の
ま
ま
）
と
本

覺
（
究
極
の
悟
り
）
の
體
性
を
持
ち
、
六
大
法
身
の
極
意
に
立
つ
宗
敎

ゆ
え
、
筆
墨
で
は
記
し
得
な
い
法
爾
常
恆
（
自
然
の
か
わ
り
な
い
さ
ま
）

を
依
經
と
し
て
い
る
。
具
體
的
に
は
木
に
そ
よ
ぐ
風
の
音
、
砂
石
を
打

つ
波
の
音
を
法
界
の
音
聲
と
し
て
崇
め
て
い
る
。
ま
た
修
驗
行
者
の
自

性
は
金
胎
不
二
（
自
身
卽
如
來
）
で
、
こ
の
佛
心
を
も
と
に
し
て
い
る

の
で
、
記
さ
れ
た
經
を
所
依
と
す
る
必
要
は
な
く
、
む
し
ろ
自
身
の
悟

り
が
經
の
爲
の
所
依
に
な
る
と
す
る
。
そ
れ
故
、
修
驗
者
は
自
身
是
佛

と
悟
り
、
自
身
に
本
有
金
剛
の
法
身
を
證
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
て
い
る
。
要
約
す
れ
ば
、
修
驗
者
自
身
が
自
然
の
音
聲
の
中
で
得
る

悟
り
が
依
經
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

三
．
本
尊
觀
（
不
動
十
界
、
深
祕
分
六
）

　

修
驗
衟
で
は
不
動
明
王
を
本
尊
と
し
て
い
る
が
、
卽
傳
は
山
伏
は
不

動
明
王
の
直
體
で
不
動
明
王
と
同
樣
に
十
界
を
本
具
と
し
て
い
る
と
す

る
。
そ
し
て
不
動
明
王
の
字
義
は
「
不
」
は
胎
藏
界
大
日
の
阿
字
本
不

生
の
眞
理
、「
動
」
は
カ
ン
字
（
不
動
の
種
子
）
の
德
力
が
三
世
に
乁
ぶ

こ
と
、「
明
」
は
智
慧
明
了
、「
王
」
は
化
用
自
在
を
意
味
す
る
。
な
お

「
圣
不
動
經
」
に
は
「
不
動
明
王
は
衆
生
の
心
想
の
中
に
住
し
た
ま
う
」

と
あ
る
。
そ
の
像
容
は
背
後
の
火
炎
は
地
獄
、
黑
醜
の
身
體
の
色
は
餓

鬼
、
迦
樓
羅
（
天
狗
の
形
像
）
は
畜
生
、
右
手
に
持
つ
利
劍
は
修
羅
、

掛
衣
は
人
間
、
腕
に
ま
く
環
は
天
、
袈
裟
は
聲
聞
と
緣
覺
、
寶
索
は
菩

薩
、頂
は
蓮
華
と
い
う
よ
う
に
十
界
一
如
の
體
性
を
示
す
と
し
て
い
る
。

そ
れ
故
、修
驗
行
者
は
こ
の
こ
と
を
觀
じ
て
不
動
明
王
の
三
昧
に
入
り
、

自
身
が
不
動
明
王
と
同
樣
の
十
界
一
如
の
體
性
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
い
る
。
要
す
る
に
修
驗
者
が
不
動
明
王
を
自
己
の
心
の
中

に
宿
し
、
そ
れ
と
一
體
に
な
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

四
．
役
行
者
と
そ
の
像
容
（
添
書
分
一
・
二
）

　

役
優
婆
塞（

（（
（

は
毘
盧
遮
那
佛
の
變
化
、
不
動
明
王
の
分
身
で
、
密
號
を

法
喜
菩
薩
と
い
い
、
金
剛
山
（
葛
城
山
）
で
法
を
說
い
て
い
る
。
彼
は

月
氏
國（
中
央
ア
ジ
ア
）で
は
釋
迦
如
來
か
ら
心
印
を
授
か
っ
た
迦
葉（
釋

迦
の
十
大
弟
子
の
一
人
）、
唐
で
は
生
滅
不
二
の
祕
術
を
修
し
た
香
積
仙

人
、
日
本
で
は
役
優
婆
塞
と
し
て
生
ま
れ
た
と
い
う
。
實
際
に
は
大
和

國
葛
城
郡
芧
原
村
の
役
公
氏
の
出
身
で
、
母
が
獨
鈷
を
呑
ん
だ
夢
を
見

て
受
胎
し
、姙
娠
中
は
辨
才
天
を
思
わ
せ
る
靑
衣
の
女
性
に
助
け
ら
れ
、

舒
明
天
皇
三
年
（
六
三
一
）
に
出
生
し
た
。
七
歲
の
頃
か
ら
每
日
不
動

明
王
の
慈
救
呪
を
一
〇
萬
遍
唱
え
て
修
行
し
た
。
靑
年
期
に
は
佛
・
儒

を
學
ん
だ
。
或
時
五
色
の
雲
光
に
導
か
れ
て
攝
津
の
箕
面
山
に
行
き
、

龍
樹
か
ら
無
相
三
密
の
印
璽
を
授
か
り
、
入
峰
修
行
の
祕
法
を
習
得
し
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た
。
そ
し
て
こ
れ
を
期
に
箕
面
の
嚴
窟
で
三
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
籘
の

皮
を
衣
と
し
、
松
の
實
を
⻝
べ
て
修
行
し
た
。
文
武
天
皇
の
大
寶
元
年

（
七
〇
一
）
七
一
才
の
時
、
雲
に
乘
っ
て
渡
唐
し
た
。
た
だ
每
年
七
月
に

は
日
本
を
訪
れ
て
、
日
本
各
地
の
靈
山
で
修
行
し
た
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
緣
起
を
見
る
と
『
續
日
本
紀
』
所
揭
の
大
寶
三
年
（
六
九
九
）

に
役
小
角
が
韓
國
連
廣
足
の

言
で
伊
豆
島
に
配
流
さ
れ
た
と
の
記
事

や
『
日
本
靈
異
記
』
に
あ
げ
る
葛
城
山
と
金
峰
山
の
閒
の
架
橋
を
試
み

る
話
な
ど
は
全
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
前
生
譚
と
渡
唐
後
も

日
本
を
訪
れ
て
箕
面
や
全
國
各
地
の
靈
山
で
修
行
し
た
こ
と
が
强
調
さ

れ
て
い
る（

（（
（

。

　

役
行
者
の
尊
形
（
添
書
分
二
）
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
役
優
婆
塞
は
金

胎
兩
部
不
二
の
直
體
で
不
動
明
王
の
體
相
を
示
す
と
す
る
。
そ
し
て
具

體
的
に
は
八
尺
の
長
頭
襟
は
胎
藏
界
の
八
葉
、
右
手
の
獨
鈷
は
斷
惑
證

理
の
智
劍
、
左
手
の
念
珠
は
大
悲
化
他
の
寶
索
、
六
輪
の
長
い
錫
杖
は

六
衟
の
衆
生
を
救
濟
す
る
こ
と
、
口
を
開
い
て
い
る
の
は
陀
羅
尼
を
誦

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
身
體
に
ま
と
っ
た
籘
の
皮
の
衣
は
無
明
業
盡

の
火
焰
で
あ
る
。
そ
し
て
足
に
穿
く
鐵
駄
は
法
性
常
住
の
阿
字
不
壞
の

盤
石
、
行
住
坐
臥
は
後
述
す
る
床
堅
の
形
儀
を
示
し
て
い
る
。

　

左
脇
の
禪
童
鬼
は
義
覺
と
も
呼
ば
れ
、
矜
羯
羅
童
子
を
意
味
し
て
い

る
。
そ
の
左
手
に
持
つ
水
甁
に
は
胎
藏
界
の
悲
水
が
入
っ
て
い
る
。
體

色
の
靑
は
悲
水
の
色
で
口
を
開
い
て
い
る
の
は
胎
藏
界
の
ア
字
を
示
し

て
い
る
。
一
方
右
脇
の
智
童
鬼
は
義
賢
と
も
呼
ば
れ
制
吒
迦
童
子
を
意

味
す
る
。
體
色
の
赤
は
智
火
の
色
、
口
を
閉
じ
て
い
る
の
は
金
剛
薩
埵

の
ウ
ン
字
を
示
す
。
體
色
の
赤
は
智
火
、
右
手
の
斧
は
金
剛
の
智
劍
を

示
し
て
い
る
。
背
に
負
う
笈
と
肩
箱
に
は
峰
中
灌
頂
な
ど
の
祕
具
が
收

め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
義
覺
、
義
賢
は
役
優
婆
塞
の
五
大
弟
子
の
上
座

二
人
で
、
矜
羯
羅
童
子
と
制
吒
迦
童
子
は
不
動
明
王
の
兩
脇
侍
で
、
こ

れ
は
役
優
婆
塞
が
不
動
明
王
の
體
相
を
示
す
と
し
た
こ
と
に
對
應
し
て

い
る
。

　
　

五
．
成
佛
論
（
三
種
卽
身
事
、
淺
略
分
三
）

　

成
佛
に
關
し
て
は
天
台
宗
で
は
三
因
佛
性
（
正
因
佛
性
＝
す
べ
て
の
も

の
に
本
來
備
わ
っ
て
い
る
眞
如
の
理
、
了
因
佛
性
＝
理
を
照
ら
し
あ
ら
わ
す
智

慧
、
緣
因
佛
性
＝
智
惠
を
起
こ
す
緣
と
な
る
す
べ
て
の
善
行
）
を
說
き
、
密

敎
で
は
三
種
の
卽
身
成
佛
（
理
具
＝
肉
身
の
姿
が
大
日
如
來
の
法
身
そ
の
も

の
で
あ
る
、
加
持
＝
衆
生
の
本
覺
の
功
德
が
如
來
の
三
密
の
加
持
力
と
相
應
し

て
、
一
切
の
佛
の
働
ら
き
を
な
し
と
げ
る
、
顯
得
＝
自
身
が
三
密
の
修
行
を
成

就
し
て
法
性
の
功
德
を
顯
得
す
る
）
を
立
て
て
い
る
。
こ
れ
に
對
し
て
修

驗
衟
で
は
卽
身
成
佛
・
始
覺
、
卽
身
卽
佛
・
本
覺
、
卽
身
卽
身
・
始
本

不
二
の
三
種
の
成
佛
を
說
い
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
卽
身
成
佛
と
卽
身



確
立
期
修
驗
衟
の
思
想
と
儀
禮
（
宮
家
）

（ � ）

卽
佛
は
上
記
の
天
台
宗
の
正
・
了
の
佛
性
、
眞
言
宗
の
理
具
・
加
持
の

成
佛
と
類
似
し
て
い
る
が
、
卽
身
卽
身
は
修
驗
獨
自
の
も
の
で
無
作
三

身
（
本
來
は
お
の
ず
か
ら
佛
で
あ
る
）
の
直
體
と
な
っ
て
、
常
境
無
相
、

常
智
無
作
の
內
證
を
得
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
修
行
者
が
卽
座
に
當

位
佛
果
の
源
底
で
あ
る
こ
と
を
示
す
獨
自
の
も
の
と
し
て
い
る
。

Ⅲ
．
字
義
に
も
と
づ
く
思
想
の
說
明

　
　

一
．
山
伏
二
字
義
（
深
祕
分
一
）

　

山
伏
の
山
の
字
は
竪
三
角
を
下
の
橫
一
畫
で
結
び
、
伏
は
亻
（
人
）

と
犬
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
次
項
の
よ
う
に
說
明
す
る
。

【
圖
表
１
】

山

竪
の
三
畫

左

中
央

右

橫
の
一
畫

三
身

報
身

法
身

應
身

三
身
卽
一

一卽三

三
諦

假
諦

中
諦

空
諦

三
諦
一
念

三
部

金
剛
部

佛
部

蓮
華
部

三
部
卽
一

伏

犬

衆
生
所
起
の
妄
想
・
無
明

二不性法明無

亻

衆
生
所
具
の
本
有
の
法
性

　

三
身
の
報
身
は
菩
薩
が
そ
の
願
い
と
行
に
報
わ
れ
て
得
る
佛
身
、
法

身
は
眞
如
の
悟
り
そ
の
も
の
、
應
身
は
衆
生
を
導
く
爲
に
相
手
に
應
じ

て
現
れ
る
佛
の
身
體
を
示
す
。
三
諦
は
三
つ
の
眞
理
を
さ
し
、
空
諦
は

諸
法
は
因
緣
に
よ
っ
て
生
じ
て
そ
れ
自
身
の
自
性
が
な
い
か
ら
空
、
假

諦
は
空
は
假
名
ゆ
え
實
態
視
し
て
は
い
け
な
い
か
ら
假
、
こ
の
空
諦
を

さ
ら
に
空
じ
た
處
に
あ
ら
わ
れ
る
の
が
中
諦
で
あ
る
と
す
る
。
三
部
は

密
敎
で
胎
藏
界
を
佛
部
、
金
剛
部
、
蓮
華
部
に
三
分
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
三
者
を
下
の
一
畫
で
結
ぶ

こ
と
に
よ
っ
て
、
三
身
卽
一
、
三
諦
一
念
、
三
部
卽
一
を
あ
ら
わ
す
と

し
て
い
る
。
次
に
伏
の
右
の
犬
は
衆
生
所
起
の
妄
想
・
無
明
で
、
伏
の

亻
は
衆
生
所
具
の
本
有
の
法
性
で
、
兩
者
で
無
明
法
性
不
二
を
示
す
と

し
て
い
る
。

　

そ
し
て
こ
の
山
伏
の
二
字
を
も
と
に
、
修
驗
衟
の
字
義
は
、
行
者
の

一
身
に
十
界
を
觀
じ
、
そ
の
行
住
坐
臥
の
擧
動
が
無
作
三
身
（
三
身
は

修
行
を
へ
る
こ
と
な
く
お
の
ず
か
ら
備
わ
っ
て
い
る
）
の
妙
用
で
、
語
る
言

語
は
法
爾
常
恆
の
法
樂
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
修
驗
衟
で

は
成
佛
を
求
め
ず
し
て
成
佛
し
、
凡
身
を
改
め
ず
し
て
覺
位
を
證
す
る

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
一
四
世
紀
初
期
に
な
る
光
宗
（
一
二
七
六―

一
三
四
七
）
の

『
溪
嵐
拾
葉
集
』
卷
八
「
山
王
二
字
釋
之
事
」
の
項
に
は
山
王
の
山
の
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字
は
縱
の
三
畫
（

）
を
橫
の
一
畫
で
繫
い
で
い
る
。
ま
た
王
の
字
は

縱
の
一
畫
が
橫
の
三
畫
を
結
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
山
王
の
文
字
を
通
し

て
縱
に
も
あ
ら
ず
橫
に
も
あ
ら
ず
一
に
も
あ
ら
ず
一
心
三
觀
で
あ
る
こ

と
を
示
す
と
し
て
い
る
。
ま
た
山
は
衆
山
第
一
の
須
彌
山
、
王
は
諸
法

の
王
で
あ
る
法
華
經
を
示
す
と
し
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
同
書
卷
三
「
天
台
所

立
宗
旨
」
で
は
、
こ
の
一
心
三
觀
は
、
空
・
假
・
中
の
三
諦
を
ひ
と
思

い
の
う
ち
に
一
時
に
祈
念
す
る
と
い
う
天
台
敎
學
の
基
本
を
示
す
と
し

て
い
る(((

(

。

　
　

二
．
山
臥
、山
伏（
臥
伏
二
字
、深
祕
分
二
と
四
種
名
義
、深
祕
分
三
）

　

ヤ
マ
ブ
シ
の
漢
字
表
記
の
一
つ
「
山
臥
」
は
未
修
行
の
行
者
に
用
い

る
も
の
で
、こ
の
「
山
」
は
母
胎
八
部
の
肉
團
、本
有
八
葉
の
蓮
臺
、「
臥
」

は
不
苦
、
不
樂
、
無
相
（
執
着
を
離
れ
た
境
地
）、
眞
如
（
あ
り
の
ま
ま
の

姿
）、
本
覺
（
究
極
の
悟
り
）、
無
作
（
自
然
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
）
の
法
體

を
意
味
す
る
。
そ
し
て
總
じ
て
本
有
（
本
來
的
な
）
本
覺
（
究
極
の
悟
り
）

を
さ
し
て
い
る
。
次
に
「
山
伏
」
は
す
で
に
峰
入
を
終
え
た
行
者
に
用

い
る
。
す
な
わ
ち
母
體
で
あ
る
金
胎
兩
部
の
峰
に
入
っ
て
折
伏
、
攝
受

の
修
行
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
性
の
心
蓮
の
法
體
を
開
覺
し
た
修
生

（
修
行
に
よ
っ
て
始
め
て
生
ず
る
こ
と
）・
始
覺
の
行
者
を
さ
し
て
い
る
。

そ
れ
故
、
修
行
門
で
は
山
伏
、
法
體
門
で
は
山
臥
が
勝
れ
て
い
る
。
た

だ
始
覺
を
得
て
本
覺
に
還
る
故
、
全
體
と
し
て
は
山
臥
の
方
が
勝
れ
て

い
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
山
臥
・
山
伏
に
對
し
て
、
修
驗
は
「
修
」
は
修
生
・
始
覺
、「
驗
」

は
本
有
・
本
覺
を
意
味
し
、
全
體
と
し
て
は
修
生
・
本
有
雙
修
、
始
覺
・

本
覺
雙
修
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
對
し
て
一
所
不
住
の
客
僧
は
無
所

住
の
心
地
に
住
し
、
阿
字
本
不
生
（
萬
物
は
本
來
的
に
眞
實
で
宗
敎
的
に

見
れ
ば
す
べ
て
は
大
日
如
來
の
自
內
證
に
他
な
ら
な
い
）
の
覺
位
を
證
し
た

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
故
こ
の
四
者
の
優
劣
の
順
序
は
、客
僧
、

修
驗
、
山
臥
、
山
伏
と
な
る
と
し
て
い
る
。

　

な
お
こ
の
項
で
、
佛
敎
諸
派
で
は
「
宗
」
を
用
い
る
の
に
對
し
て
、

修
驗
衟
で
は
「
衟
」
を
用
い
る
こ
と
を
比
較
す
る
。
そ
し
て
、
宗
と
衟

で
は
「
宗
」
は
一
家
一
宗
の
我
法
で
狹
い
の
に
對
し
て
、「
衟
」
は
諸

宗
融
通
ゆ
え
廣
い
、
ま
た
衟
の
字
を
構
成
す
る
「
首
」
は
生
、「
辶
」

は
死
を
意
味
し
、
兩
者
で
生
死
始
終
の
義
を
示
す
。
修
驗
衟
は
生
死
去

來
の
こ
と
を
覺
っ
て
中
衟
不
生
の
心
地
に
逹
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と

し
て
い
る
。Ⅳ

衣
體
に
見
ら
れ
る
思
想

　
　

一
．
身
體―

髮
形
　

三
身
山
伏
（
深
祕
分
四
）

　

山
伏
の
身
體
に
託
し
た
思
想
の
說
明
に
は
、
長
髮
、
摘
髮
、
剃
髮
と
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結
び
つ
け
た
說
明
が
あ
る
。
ま
ず
長
髮
の
山
伏
は
法
身
形
と
す
る
。
そ

し
て
こ
の
髮
形
は
凡
圣
の
性
相
（
本
體
と
現
𧰼
）、
本
有
常
住
の
理
體
で

毘
盧
遮
那
如
來
の
遍
一
切
處
で
あ
る
。
こ
れ
は
十
界
の
依
正
（
環
境
と

身
心
）を
そ
の
ま
ま
法
身
の
身
體
と
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

次
に
一
寸
八
分
の
長
さ
に
髮
を
摘
ん
だ
山
伏
は
報
身
形
の
山
伏
で
あ

る
。
こ
の
山
伏
は
胎
藏
界
八
葉
九
尊
の
峰
入
、
金
剛
界
九
會
の
峰
入
、

計
一
八
の
峰
入
を
し
て
、
實
修
實
證
の
修
因
感
果
の
智
體
と
な
っ
た
こ

と
を
示
す
と
し
て
い
る
。
な
お
こ
こ
に
見
ら
れ
る
數
を
敎
義
と
結
び
つ

け
る
方
法
は
鎌
倉
末
か
ら
天
台
本
覺
論
で
な
さ
れ
た
「
數
法
相
配
釋
」

と
呼
ば
れ
る
敎
義
解
釋
で
、
後
述
す
る
衣
體
分
十
二
通
な
ど
で
も
導
入

さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
最
後
の
剃
髮
し
た
比
丘
の
髮
形
の
山
伏
は
三
乘（
聲
聞
、

緣
覺
、
菩
薩
）
同
見
、
隨
類
應
現
の
色
身
（
身
體
と
心
）
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
三
者
の
中
で
は
長
髮
の
法
身
形
の
山
伏
を
最
良
と
し
て
い
る
。

　
　

二
．
衣
體
（
衣
體
分
十
二
通
）

　

衣
體
分
十
二
通
は
『
修
驗
修
要
祕
決
集
』
の
み
な
ら
ず
『
修
驗
三
十

三
通
記
』
で
も
最
初
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
『
修
驗
頓
覺
速
證
集
』

に
は
、
こ
の
十
二
の
他
に
檜
扇
、
藁
鞋
、
柴
打
、
走
繩
を
加
え
た
十
六

衟
具
を
あ
げ
て
い
る（

（（
（

。
な
お
こ
の
衣
體
分
は
「
彥
山
修
驗
傳
法
血
脉
」

に
あ
げ
る
卽
傳
の
師
で
あ
る
阿
光
の
師
に
あ
た
る
智
光
が
ま
と
め
た
と

さ
れ
る
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
も
っ
と
も
一
五
世
紀
後
期
に
は
、
兜
巾
を
五
智

の
當
體
、
篠
懸
を
九
會
曼
荼
羅
、
藁
鞋
を
八
葉
の
蓮
臺
と
記
し
た
能
の

「
安
宅
」
が
成
立
し
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
圣
戒
編
の
『
一
遍
上
人
繪
傳
』
で

は
時
宗
の
持
物
十
二
衟
具
と
あ
わ
せ
た
敎
え
が
說
か
れ
て
お
り（

（（
（

、
こ
れ

ら
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
圖
を
も
と
に
し
て
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
說
明
す
る
。

【
圖
表
２
】

前後

4
最
多
角
念
珠

磨
紫
金
袈
裟
（
當
山
派
）

7
錫
杖

2
鈴
懸

1 頭襟

3結袈裟
5法螺

6斑蓋
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宮
家
準
『
修
驗
衟
』（
講
談
社
學
術
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
）
一
四
〇―

一
四
一
頁

　
　

ⅰ
．
頭
襟

　

頭
襟
は
大
日
如
來
の
五
智
（
法
界
體
性
智
、
大
圓
鏡
智
、
平
等
性
智
、
妙

觀
察
智
、
成
所
作
智
）
を
示
す
化
他
利
物
の
寶
冠
で
、
そ
の
十
二
の
襞
は

十
二
因
緣
（
無
明
・
行
・
識
・
名
色
・
六
處
・
觸
・
受
・
愛
・
取
・
有
・
生
・

老
死
）
が
卽
十
二
圣
位
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
こ
れ
を
頭

の
前
八
分
に
着
用
す
る
の
は
、
行
者
が
不
動
明
王
の
頂
上
の
八
葉
を
身

に
つ
け
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
頭
襟
を
頂
く
こ

と
に
よ
っ
て
煩
惱
、
業
、
苦
の
三
業
を
法
身
、
般
若
、
解
脫
の
三
德
に

轉
じ
る
こ
と
が
出
來
る
と
し
て
い
る
。
な
お
頭
襟
に
は
長
頭
襟
、
折
頭

襟
な
ど
の
種
類
が
あ
る
。

　
　

ⅱ
．
斑
蓋

　

斑
蓋
は
佛
頂
莊
嚴
の
天
蓋
で
慈
悲
覆
護
を
示
し
、
こ
れ
を
被
っ
た
行

者
が
母
胎
に
抱
か
れ
て
、
胎
內
五
位
（
羯
刺
藍
・
受
胎
後
七
日
、
頞
部
曇
・

第
二
の
七
日
、
閉
尸
・
第
三
の
七
日
、
健
南
・
第
四
の
七
日
と
第
五
の
鉢
羅
奢
佉
・

以
降
出
生
ま
で
）
を
へ
て
出
胎
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
お
そ
の
形
の

圓
相
は
金
剛
界
の
月
輪
、
上
方
が
八
葉
に
な
っ
て
い
る
の
は
胎
藏
界
の

八
葉
で
、
兩
者
で
金
胎
本
具
の
內
證
、
二
滴
和
合
を
表
示
し
て
い
る
。

　
　

ⅲ
．
鈴
懸

　

峰
入
の
法
衣
は
金
胎
兩
部
の
曼
荼
羅
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
九
布

か
ら
成
る
上
衣
は
金
剛
界
九
會
、
八
布
の
袴
は
胎
藏
界
の
八
葉
で
兩
者

で
金
胎
不
二
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
鈴
懸
の
鈴
の
字
は
五
鈷
鈴
で
、
そ

の
音
は
金
胎
不
二
、
自
性
法
身
の
說
法
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
な
お
衣

に
盤
石
を
摺
り
込
ん
だ
摺
衣
は
行
者
が
不
動
明
王
の
盤
石
に
住
し
、
不

動
と
一
體
不
二
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
正
先
逹
が
着
る
柿
衣
は
本

有
毘
盧
遮
那
の
極
位
に
あ
っ
て
、
一
切
の
衆
生
を
化
度
す
る
こ
と
を
示

10
金
剛
杖

8 箱笈

9肩箱

修驗の衣體圖

11
引
敷

裏

表

12脚半
13 八ツ目草履

14
檜
扇

15 柴打

17
簠
簋
扇

16
走
繩（
螺
緖
）
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し
、
神
前
で
山
伏
が
着
す
る
白
色
無
紋
の
淨
衣
は
和
光
同
塵
、
隨
緣
利

物
を
示
し
て
い
る
。

　
　

ⅳ
．
結
袈
裟

　

結
袈
裟
は
行
者
が
一
身
に
十
界
一
如
、
三
身
圓
滿
の
妙
理
を
具
現
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
形
式
は
九
條
袈
裟
だ
が
、
九
條
は

九
界
（
十
界
の
う
ち
佛
界
を
の
ぞ
く
）、
行
者
が
佛
界
で
こ
れ
を
着
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
十
界
を
具
足
す
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
ま
た
不
動
明

王
が
十
界
の
總
體
で
あ
る
の
で
、
不
動
袈
裟
と
も
い
う
。
袈
裟
に
つ
け

る
六
房
は
六
衟
の
衆
生
を
化
度
す
る
こ
と
を
示
す
。
な
お
春
、
秋
、
夏

の
峰
入
を
終
え
た
一
僧
祇
の
山
伏
の
房
は
白
色
だ
が
、
白
は
全
て
の
色

に
染
ま
る
の
で
隨
緣
眞
如
、
度
衆
と
新
客
の
房
が
黑
色
な
の
は
黑
色
は

他
の
色
に
染
ら
な
い
の
で
自
性
獨
滿
を
示
す
。
當
山
派
の
山
伏
は
五
つ

の
金
色
の
打
越
が
あ
る
磨
紫
金
袈
裟
を
着
す
る
が
、
こ
の
五
つ
の
金
の

打
越
は
智
慧
（
般
若
）
を
の
ぞ
く
五
波
羅
蜜
を
示
し
て
い
る
。
な
お
結

袈
裟
の
着
脫
の
際
に
は
「
結
袈
裟
威
儀
　

歸
入
阿
字
門
　

解
結
袈
裟
威

儀
　

卽
斷
輪
廻
衟
」
と
唱
え
る
。

　
　

ⅴ
．
法
螺
と
螺
の
緖

　

法
螺
は
金
剛
界
バ
ン
字
の
智
體
で
法
身
說
法
の
內
證
で
あ
る
。
そ
の

音
は
六
衟
の
妄
夢
を
さ
ま
し
て
中
衟
不
生
の
覺
位
に
導
く
も
の
で
、
如

來
の
說
法
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
獅
子
吼
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
、
こ
の
音

を
聞
く
と
諸
々
の
煩
惱
や
邪
見
が
滅
し
て
自
性
（
そ
れ
自
體
の
定
ま
っ
た

本
質
）
の
佛
性
に
目
ざ
め
る
こ
と
が
出
來
る
。
法
螺
を
吹
く
前
に
は
「
三

昧
法
螺
聲
　

一
乘
妙
法
說
　

經
耳
滅
煩
惱
　

當
入
阿
字
門
」と
唱
え
て
、

吹
き
口
を
三
度
打
つ
が
、
こ
れ
は
三
身
說
法
を
示
す
と
い
う
。
な
お
吹

き
方
の
種
類
と
意
味
に
は
、宿
入
の
法
螺
（
十
音
）
は
十
界
隨
類
の
說
法
、

宿
出
（
八
音
）
は
八
正
衟
（
正
見
、
正
思
、
正
語
、
正
業
、
正
命
、
正
精
進
、

正
念
、
正
定
）
で
、
駈
出
（
六
音
）
は
六
度
（
六
波
羅
蜜
）
な
ど
が
あ
る
。

　

な
お
行
者
が
腰
に
ま
く
二
本
の
緖
の
こ
と
を
法
螺
の
兩
緖
（
走
繩
）

と
も
呼
ん
で
い
る
（「
法
螺
兩
緖
之
事
」、
深
祕
分
七
）。
こ
れ
は
阿
字
出
入

の
命
息
で
二
バ
ン
（
金
剛
界
）
二
水
和
合
の
寶
塔
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
右
の
緖
は
「
螺
の
緖
」
と
稱
し
て
金
剛
界
の
智
體
、
左
の
緖
は
「
曵

き
ま
わ
し
」
と
呼
び
胎
藏
界
の
理
體
卽
佛
の
意
で
、
兩
者
で
因
果
の
圓

塔
、
理
智
法
身
を
示
す
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
關
し
て
日
藏
（
衟
賢
と

も
〈
九
〇
五―

九
八
五
〉
金
峰
山
の
修
驗
者
）
は
こ
れ
を
腰
輪
と
腹
輪
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。

腰
輪
：
地
、
胎
藏
界
、
ア
、
　

方
、
色
、
理
、
父
　
　
　

不
二

腹
輪
：
水
、
金
剛
界
、
バ
ン
、
圓
、
心
、
智
、
母
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そ
し
て
こ
の
兩
緖
を
腰
と
腹
の
間
に
卷
く
こ
と
に
よ
っ
て
上
記
の
兩

者
の
不
二
、
行
者
の
六
大
が
毘
盧
遮
那
如
來
の
六
大
に
な
る
と
解
し
て

い
る
。
ま
た
圣
寶
（
八
三
二―

九
〇
九
、
醍
醐
寺
開
基
）
は
二
本
の
緖
は

金
胎
兩
部
、
能
性
の
父
母
を
さ
し
、
こ
れ
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
兩
部

冥
會
の
內
證
、
理
智
不
二
、
金
剛
不
壞
の
法
身
を
生
じ
る
と
し
て
い
る
。

な
お
行
者
は
螺
の
緖
（
父
、
金
剛
界
）、
曵
き
ま
わ
し
（
母
、
胎
藏
界
）
を

腰
に
卷
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
子
と
し
て
誕
生
す
る
こ
と
を
示
す
と

も
さ
れ
て
い
る
。

　
　

ⅵ
．
最
多
角
念
珠

　

念
珠
の
念
は
己
身
本
覺
の
智
、
珠
は
實
相
眞
如
の
體
を
な
す
。
ま
た

念
は
煩
惱
、
珠
は
法
界
の
圓
理
で
、
煩
惱
と
菩
提
が
一
體
不
二
で
あ
る

こ
と
を
示
す
。
な
お
珠
の
形
の
最
多
角
（
算
盤
の
珠
狀
）
は
智
劍
、
そ

の
數
一
〇
八
は
一
〇
八
煩
惱
を
示
し
、
こ
れ
を
摺
る
こ
と
に
よ
っ
て
一

〇
八
煩
惱
を
催
滅
し
て
菩
提
の
妙
果
を
證
得
す
る
と
し
て
い
る
。

　
　

ⅶ
．
錫
杖

　

錫
杖
は
法
界
の
總
體
で
衆
生
覺
衟
の
智
杖
で
あ
る
。
修
驗
者
は
左
右

六
輪
の
菩
薩
の
錫
杖
を
用
い
る
。
こ
の
六
輪
は
六
波
羅
蜜
（
布
施
・
持

戒
・
忍
辱
・
精
進
・
靜
慮
・
智
慧
）
を
あ
ら
わ
す
。
錫
杖
の
上
方
の
圓
弧

は
週
圓
無
際
の
大
虛
、
圓
弧
上
に
一
つ
、
中
に
は
三
つ
、
計
四
つ
の
五

輪
塔
が
あ
る
。
上
の
一
つ
は
法
界
の
塔
婆
、
中
の
三
つ
は
心
、
佛
、
衆

生
の
五
大
で
、
こ
の
三
者
は
一
體
の
己
身
實
相
を
示
し
て
い
る
。
ま
た

圓
弧
四
方
の
半
月
形
の
四
面
は
四
生
（
胎
生
、
卵
生
、
濕
生
、
化
生
）
を

示
し
六
輪
と
あ
わ
せ
て
、
六
衟
四
生
の
群
迷
を
救
う
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
な
お
六
角
の
柄
は
六
衟
の
巷
に
さ
迷
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の

錫
杖
を
振
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
切
衆
生
の
六
衟
輪
廻
の
眠
り
を
覺
し
て

一
佛
會
に
歸
入
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
を
聞
く
者
は
三
業
所
犯

の
罪
障
を
消
滅
し
て
速
や
か
に
菩
提
を
證
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
し
て

い
る
。

　
　

ⅷ
．
緣
笈

　

峰
入
の
笈
は
十
界
の
依
正
（
環
境
と
衆
生
の
身
心
）
を
含
藏
し
た
胎
藏

界
の
阿
字
の
理
體
。
萬
法
總
持
の
表
示
で
あ
る
。
な
お
笈
の
中
に
は
笈

の
實
と
呼
ば
れ
る
五
穀
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
笈
は
母
胎
を
示
す
と
さ

れ
、
五
穀
は
胎
兒
に
比
せ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
新
客
が
峰
入
の
際
に
笈

を
背
負
う
の
は
母
胎
に
抱
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て

笈
板
の
縱
一
尺
八
寸
は
母
の
十
八
界
、
橫
の
一
尺
二
寸
は
十
二
因
緣
、

各
一
尺
の
兩
足
の
左
は
衆
生
の
、
右
は
佛
の
十
界
で
、
兩
者
で
凡
圣
互

具
の
十
界
を
示
す
と
し
て
い
る
。
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ⅸ
．
肩
箱

　

峰
入
の
際
、
笈
の
上
に
峰
中
の
灌
頂
な
ど
の
祕
書
を
入
れ
て
乘
せ
る

箱
を
肩
箱
と
い
う
。
金
剛
界
バ
ン
字
の
智
藏
と
さ
れ
る
。
衆
生
を
度
す

る
定
（
瞑
想
）
慧
（
悟
り
）
和
合
の
姿
を
示
す
と
い
う
。
な
お
胎
藏
界
の

阿
字
を
示
す
笈
の
上
に
、
金
剛
界
バ
ン
字
の
肩
箱
を
乘
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
金
胎
不
二
を
示
し
て
い
る
。

　
　

ⅹ
．
金
剛
杖

　

金
剛
杖
は
度
衆
が
持
つ
上
端
が
劍
頭
で
、
下
が
圓
形
の
そ
の
身
長
に

あ
わ
せ
た
長
さ
の
杖
で
あ
る
。
上
端
の
劍
頭
は
金
剛
界
バ
ン
字
の
智
體

で
下
の
圓
形
は
胎
藏
界
の
地
大
で
兩
者
で
金
胎
不
二
の
塔
婆
を
意
味
す

る
。
な
お
役
行
者
の
三
昧
耶
形
と
も
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
正
先
逹
が
所

持
す
る
檜
杖
と
新
客
の
用
い
る
擔
木
が
あ
る
。
檜
杖
の
檜
は
火
、智
で
、

火
は
衆
生
の
煩
惱
を
燒
き
つ
く
す
事
を
示
し
て
い
る
。
擔
木
は
新
客
が

每
日
三
荷
の
閼
伽
水
を
閼
伽
の
先
逹
、
三
荷
の
小
木
を
小
木
の
先
逹
に

納
め
る
荷
な
い
棒
で
あ
る
。

　
　

ⅺ
．
引
敷

　

引
敷
は
修
驗
行
者
が
尻
に
あ
て
る
鹿
や
熊
の
皮
の
座
布
團
と
も
云
え

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
座
る
能
乘
の
行
者
は
法
體
、
所
乘
の
獅
子
は

無
明
で
能
乘
・
所
乘
冥
會
一
體
、
法
性
卽
無
明
、
凡
圣
不
二
を
示
し
て

い
る
。

　
　

ⅻ
．
脚
半

　

脚
半
は
い
ず
れ
も
黑
色
で
、
春
の
熊
野
か
ら
吉
野
の
順
峰
・
胎
藏
界
・

從
因
至
果
の
峰
で
は
上
の
平
ら
な
筒
脚
半
、
秋
の
吉
野
か
ら
熊
野
の
逆

峰
・
金
剛
界
・
從
果
向
因
の
峰
に
は
上
が
劍
先
の
脚
半
を
用
い
る
。
な

お
脚
半
を
し
ば
る
上
の
紐
は
上
求
菩
提
、
下
の
紐
は
下
化
衆
生
を
示
し

て
い
る
。Ⅴ

．
儀
禮―

峰
入
を
中
心
に

　
　

一
．
當
峰
、
大
峰
山
（
灌
頂
啓
白
事
、
私
用
分
一
）

　

灌
頂
啓
白
文
は
冐
頭
に
當
峰
は
金
胎
兩
部
の
諸
尊
圣
衆
の
座
す
淨
刹

で
、
自
然
が
そ
の
ま
ま
曼
荼
羅
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
具
體
的
に
は
峰

や
嶽
は
金
剛
界
、
谷
や
窟
は
胎
藏
界
、
嶺
の
嵐
、
谷
の
流
れ
の
音
は
法

身
の
說
法
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
當
峰
の
舊
字
の
當
は
田
を
尙
ぶ

峰
（
山
）
を
意
味
し
、
水
田
稻
作
の
民
へ
の
呼
び
か
け
を
示
す
と
考
え

ら
れ
る
。
具
體
的
に
は
吉
野
川
、
そ
の
下
流
の
紀
の
川
の
水
源
の
水
分

山
で
あ
る
吉
野
（
金
峰
）
が
想
起
さ
れ
る
。
役
行
者
は
こ
の
當
峰
で
、

か
つ
て
龍
樹
が
南
天
竺
の
鐵
塔
で
金
剛
薩
埵
か
ら
授
か
っ
た
印
璽
を
も
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と
に
毘
盧
遮
那
佛
の
內
證
を
得
て
卽
身
頓
悟
の
祕
法
を
修
し
た
と
す

る
。
爾
來
こ
の
當
峰
に
入
る
行
者
は
凡
體
の
ま
ま
胎
藏
界
の
八
葉
の
中

臺
に
至
り
、
金
剛
不
壞
の
法
身
と
な
る
こ
と
が
出
來
る
。
こ
の
よ
う
に

峰
入
は
事
理
倶
密
（
事
相
と
理
論
が
共
に
具
備
し
た
密
敎
の
敎
え
）
の
內
證

不
二
の
妙
行
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
啓
白
文
の
あ
と
に
は
四

度
灌
頂
（
不
動
灌
頂
と
も
い
う
）
と
し
て
、入
宿
灌
頂
、業
秤
灌
頂
、穀
斷
、

正
灌
頂
を
あ
げ
、
こ
の
四
度
灌
頂
を
受
法
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
當
峰
の

先
逹
を
は
じ
め
一
切
の
人
、
萬
物
は
自
他
と
も
に
阿
字
の
佛
土
に
同
入

す
る
と
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
大
峰
山
で
は
具
體
的
に
は
、
藏
王
權
現
を
祀
る
吉
野
側
の

北
半
分
を
金
剛
界
の
峰
と
し
、
熊
野
權
現
を
祀
る
熊
野
側
半
分
を
胎
藏

界
の
峰
と
し
て
い
る
。
こ
の
比
定
は
す
で
に
鎌
倉
初
期
に
な
る
『
諸
山

緣
起
』
に
見
ら
れ
、
同
書
で
は
具
體
的
に
峰
中
の
各
靈
地
に
祀
ら
れ
た

曼
荼
羅
中
の
諸
佛
諸
尊
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

　
　

二
．
峰
入
（
峰
中
碑
傳
事
、
深
祕
分
七
）

　

峰
入
の
種
類
に
は
そ
の
時
期
に
應
じ
た
春
の
熊
野
か
ら
吉
野
へ
の
順

峰
と
、
秋
の
吉
野
か
ら
熊
野
へ
の
逆
峰
、
夏
の
金
峰
山
の
奧
の
小
笹
ま

で
の
峰
入
で
あ
る
順
逆
不
二
の
峰
が
あ
る
。
そ
し
て
春
峰
は
從
因
至
果

の
峰
・
無
明
、
秋
峰
は
從
果
向
因
の
峰
・
法
性
、
夏
峰
は
非
因
非
果
（
從

因
至
果
で
も
從
果
向
因
で
も
な
い
）・
無
明
法
性
不
二
の
峰
と
し
て
い
る
。

な
お
卽
傳
の
『
三
峰
相
承
法
則
密
記
』
で
は
、
彥
山
で
は
春
の
順
峰
は

南
方
彥
山
胎
藏
界
の
上
求
菩
提
・
從
因
至
果
の
峰
、
秋
の
逆
峰
は
北
方

竈
山
金
剛
界
の
下
化
衆
生
・
從
果
向
因
、
夏
の
順
逆
不
二
峰
は
神
山
・

胎
金
和
合
峰
・
自
他
一
如
・
非
因
非
果
峰
と
し
て
、
こ
の
三
峰
修
行
を

お
え
た
山
伏
を
一
修
行
の
山
伏
あ
る
い
は
一
僧
祇
の
山
伏
と
名
づ
け
て

い
る（

（（
（

。

　
　

三
．
十
界
修
行
（
十
界
修
行
事
、
極
祕
分
一
）

　

こ
の
峰
中
の
修
行
と
し
て
本
書
に
は
六
衟
と
四
圣
か
ら
な
る
十
界
に

充
當
さ
れ
た
次
の
十
種
の
修
行
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
六

衟
は
ⅰ
地
獄
（
業
秤
、
罪
障
の
重
さ
を
計
る―

修
行
內
容
、
以
下
同
樣
）、
ⅱ

餓
鬼
（
穀
斷
）、
ⅲ
畜
生
（
水
斷
）、
ⅳ
修
羅
（
相
撲
）、
ⅴ
人
（
懺
悔
）、

ⅵ
天
（
延
年
の
舞
）
で
あ
る
。
次
の
四
圣
は
敎
え
を
聞
く
も
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ⅶ
聲
聞
（
四
諦
、
苦
諦

卽
法
身
、集
諦
卽
菩
提
、滅
諦
卽
涅
槃
、衟
諦
卽
自
性
と
觀
じ
る
）、ⅷ
緣
覺
（
十

二
因
緣
：
苦
と
惱
み
の
原
因
と
さ
れ
る
無
明
・
行
・
識
・
名
色
・
六
處
・
觸
・
受
・

愛
・
取
・
有
・
生
・
老
死
を
觀
じ
て
生
死
を
覺
る
）、
ⅸ
菩
薩
（
大
悲
を
發
し

て
布
施
・
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・
禪
定
・
智
慧
の
六
度
を
無
想
の
六
度
と
觀
じ

る
）、
ⅹ
佛
（
自
己
の
色
身
が
胎
金
本
具
の
曼
荼
羅
ゆ
え
、
行
者
の
當
體
が
そ
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五
．
峰
中
閼
伽
水
（
極
祕
分
四
）
生
善
の
法

　

閼
伽
は

語
で
譯
語
は
無
垢
、
水
は
生
活
の
根
源
で
そ
の
本
性
は
淸

淨
で
あ
る
。
水
に
は
五
智
の
德
が
あ
っ
て
波
浪
の
音
は
そ
の
說
法
で
あ

る
と
す
る
。
峰
中
の
閼
伽
作
法
で
は
新
客
が
擔
木
の
兩
端
に
下
げ
た
閼

伽
桶
に
閼
伽
水
を
入
れ
て
、
每
日
三
時
の
供
養
に
用
い
る
法
華
水
の
三

荷
の
閼
伽
水
を
閼
伽
の
先
逹
に
納
め
て
、
寶
篋
印
塔
を
意
味
す
る
閼
伽

札
を
授
か
っ
て
い
る
。
ま
た
閼
伽
桶
は
左
が
金
剛
界
、
右
が
胎
藏
界
、

擔
木
は
一
切
衆
生
の
バ
ン
、
金
剛
界
大
日
如
來
の
種
子
を
示
す
と
し
て

い
る
。
な
お
こ
の
時
に
授
か
る
閼
伽
水
の
頌
は
「
以

字
淨
水
　

洗
浴

煩
惱
身  

五
智
德
顯
現
　

心
諸
佛
圓
滿
」
で
あ
る
。
な
お
こ
の
閼
伽
作

法
は
五
智
の
理
德
に
住
す
る
生
善
の
法
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　

六
．
峰
中
小
木
（
極
祕
分
六
）

　

小
木
は
有
漏
（
煩
惱
を
持
つ
）
の
依
身
を
焚
燒
し
て
無
漏
（
煩
惱
を
消

除
し
た
）
の
佛
地
に
導
く
寀
燈
の
壇
木
で
あ
る
。
新
客
は
そ
れ
ぞ
れ
一

尺
八
寸
の
長
さ
の
小
木
（
衆
生
の
十
八
界
す
な
わ
ち
人
間
存
在
の
十
八
の
構

成
要
素
で
あ
る
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
六
根
、
色
・
聲
・
香
・
味
・
觸
・

法
の
六
境
、
六
根
そ
れ
ぞ
れ
の
認
識
作
用
を
示
す
六
識
を
あ
わ
せ
た
も
の
）
を

繞
索
で
三
匝
半
に
束
ね
て
擔
木
の
兩
端
に
下
げ
て
、
每
日
小
木
の
先
逹

に
納
め
て
い
る
。
な
お
こ
れ
を
三
荷
ず
つ
納
め
る
の
は
、
三
業
所
犯
の

の
ま
ま
毘
盧
遮
那
佛
の
覺
體
と
な
っ
た
と
悟
る
）
で
あ
る
。
な
お
こ
の
十
界

修
行
と
あ
わ
せ
て
、
峰
中
で
は
次
の
床
堅
、
小
木
、
閼
伽
、
正
灌
頂
、

柱
源
供
養
法
の
傳
授
な
ど
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　

四
．
床
堅
（
峰
中
床
堅
の
事
、
極
祕
分
二
）

　

床
堅
の
作
法
は
結
跏
趺
坐
し
た
行
者
の
頭
上
で
腕
比
（
一
尺
二
寸
の

小
柱
）
と
小
打
木
（
五
寸
の
小
柱
）
を
打
ち
あ
わ
せ
て
、
床
堅
の
頌
「
惡

罵
乁
捶
打
　

皆
悉
當
能
忍
　

我
今
成
佛
身
　

端
座
思
實
相
」
と
唱
え
、

順
峰
の
時
は
右
手
を
下
げ
、
左
手
を
上
げ
、
逆
峰
の
時
は
左
手
を
下
げ
、

右
手
を
上
げ
、
夏
峰
の
時
は
兩
手
を
上
下
し
て
、【
圖
表
３
】
の
よ
う

に
身
體
の
各
部
分
に
バ
ン
の
種
子
と
一
を
觀
じ
（
圖
に
示
す
よ
う
に
身
體

の
各
部
に
大
日
如
來
の
種
子
と
一
の
字
の
各
部
分
に
身
體
の
各
部
分
と
五
大
を

觀
じ
）、
床
堅
の
觀
文
「
我
卽
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
（
中
略
）
心
佛
衆
生
無

差
別
　

不
改
自
身
名
卽
身
　

覺
悟
此
分
爲
成
佛
」
を
授
か
っ
て
い
る
。

【
圖
表
３
】

　
　

空
風
火
水
土

　
　

頂
額
心
腹
犍
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罪
垢
を
燒
盡
し
三
身
萬
德
の
覺
體
を
證
得
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
ま
た
三
匝
半
の
三
匝
は
三
身
圓
滿
、
半
は
成
就
の
義
で
あ
る
。
な

お
こ
の
小
木
を
納
め
た
時
に
授
か
る
小
木
の
頌
は
「
四
大
（
地
・
水
・
火
・

風
）
和
合
身
　

骨
肉
乁
手
足
　

如
薪
盡
火
滅
　

皆
共
成
佛
衟
」
で
あ
る
。

　

修
驗
獨
自
の
寀
燈
護
摩
は
爐
壇
に
壇
木
を
組
み
あ
わ
せ
、
そ
の
間
に

小
木
や
杉
葉
を
つ
め
て
斷
燒
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
壇
木
は
衆
生
の

大
骨
、小
木
は
小
骨
で
護
摩
壇
は
棺
桶
の
形
を
あ
ら
わ
し
た
。
そ
し
て
、

先
逹
は
金
剛
界
五
佛
の
三
摩
地
（
三
昧
）
に
住
し
て
、
東
方
阿
閦
の
木

を
西
方
彌
陀
の
金
で
切
り
、
中
央
大
日
の
大
地
に
置
き
、
南
方
寶
生
の

火
を
以
っ
て
燒
き
、
北
方
釋
迦
の
水
を
註
ぐ
と
觀
じ
て
、
無
明
煩
惱
の

薪
を
燒
盡
し
て
本
有
の
五
佛
の
心
地
に
歸
せ
し
め
る
と
觀
じ
て
い
る
。

な
お
こ
の
寀
燈
護
摩
は
滅
罪
の
法
と
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
こ
の
項
で
、
入
峰
修
行
の
軌
則
は
、
胎
內
（
斑
蓋
）、
胎
外
（
正

灌
頂
）、
生
起
（
閼
伽
）、
死
滅
（
寀
燈
）
か
ら
成
る
と
し
て
い
る
こ
と
に

も
註
目
し
て
お
き
た
い
。

　
　

七
．
峰
中
正
灌
頂
、
柱
源
供
養
法
の
大
事
（
極
祕
分
五
）

　

正
灌
頂
は
深
仙
の
宿
で
穀
斷
滿
行
の
日
の
未
刻
（
午
后
一
時―

二
時
）

に
授
け
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
上
記
の
表
記
の
次
に
あ
げ

ら
れ
て
い
る
の
は
「
柱
源
供
養
法
の
大
事
」
の
み
で
あ
る（

（（
（

。
そ
こ
で
以

下
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
『
柱
源
祕
底
記
』
所
揭
の
次
第
と
、
そ
れ
を
再
現

し
た
と
さ
れ
る
一
九
六
九
年
九
月
七
日
の
圣
護
院
の
傳
授
會
の
調
査
記

錄
を
も
と
に

單
に
ま
と
め
て
お
き
た
い（

（（
（

。
そ
の
作
法
は
ま
ず
床
堅
の

座
位
に
つ
い
た
う
え
で
、
さ
き
に
あ
げ
た
床
堅
の
頌
を
唱
え
る
。
次
い

で
壇
具
六
大
觀
で
壇
上
に
設
え
た
壇
板
、柱
源
、源
蓋
、洒
水
器
、華
鬘
、

二
本
の
乳
木
に
そ
れ
ぞ
れ
地
・
水
・
火
・
風
・
空
・
識
の
六
大
を
觀
じ
、

作
法（
口
傳
）を
修
す
る
。
次
に
六
大
本
具
の
印（
虛
心
合
掌
）を
結
ん
で
、

そ
の
明
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
を
唱
え
る
。
つ
い
で
柱
源
誦
文
「
能
⻝
所
⻝   

二
倶
六
大
　

依
正
一
體
　

供
養
自
身
」
を
唱
え
る
。
そ
し
て
二
本
の
乳

木
を
水
輪
に
立
て
、
本
覺
讚
の
前
半
の
部
分
「
歸
命
本
覺
心
法
身
　

常

住
妙
法
心
蓮
臺
　

本
來
具
足
三
身
德
　

三
十
七
尊
住
心
城
」を
唱
え
る
。

續
い
て
二
本
の
乳
木
を
と
っ
て
虛
心
合
掌
の
兩
掌
に
は
さ
ん
で
三
度
も

み
、「
有
漏
生
死
の
依
身
を
催
滅
し
、
本
有
不
生
の
阿
字
に
歸
入
す
」

と
觀
想
す
る
。
そ
の
う
え
で
受
者
の
法
名
を
記
し
た
洒
水
器
の
正
面
の

柱
源
を
と
っ
て
虛
心
合
掌
に
は
さ
ん
で
顎
の
下
に
つ
け
る
。
つ
い
で
最

後
に
舍
利
塔
大
事
を
修
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
祕
法
は
役
行
者
が
箕
面

の
瀧
穴
で
龍
樹
か
ら
授
か
っ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
入

峰
修
行
の
根
底
で
卽
身
卽
佛
の
直
位
を
示
す
も
の
ゆ
え
、
每
日
一
座
懈

怠
な
く
修
す
る
よ
う
に
課
し
て
い
る
。
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Ⅵ
．
眞
言
・
天
台
と
修
驗
衟
思
想
・
儀
禮

　
　

一
．
眞
言
宗
と
修
驗
衟
思
想
・
儀
禮

　
　

ⅰ
．
阿
字

　

卽
傳
は
『
修
驗
頓
覺
速
證
集
』
の
「
諸
宗
立
義
」
の
項
で
眞
言
宗
の

立
義
は
「
阿
字
不
生
」
で
あ
る
と
し
て
い
る（

（（
（

。
そ
し
て
『
修
驗
修
要
祕

決
集
』
で
は
「
修
驗
衟
の
根
本
衟
場
で
あ
る
大
峰
を
「
阿
字
の
佛
土
」

と
し
て
い
る
。
な
お
阿
字
本
不
生
は
萬
物
が
本
來
的
に
眞
實
で
宗
敎
的

に
見
れ
ば
す
べ
て
が
大
日
如
來
の
自
內
證
（
內
心
の
さ
と
り
）
と
さ
れ
て

い
る
。『
修
驗
修
要
祕
決
集
』
の
「
柱
源
供
養
法
の
大
事
」
の
最
後
に

有
漏
生
死
の
依
身
を
催
滅
し
、
本
有
不
生
の
阿
字
に
歸
入
す
る
と
し
て

い
る
の
は
こ
れ
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
『
彥
山
修
驗
祕
訣
印
信
口
決
集
』
に
は
『
修
驗
修
要
祕
決

集
』
の
刊
本
で
は
省
略
さ
れ
た
最
祕
分
、「
修
驗
衟
四
重
阿
字
大
事
」、

「
修
驗
衟
阿
字
八
箇
證
義
」、「
三
有
六
大
事
」
の
三
通
が
お
さ
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
こ
の
最
初
の
二
つ
の
切
紙
を
紹
介
す
る（

（（
（

。
ま
ず

前
者
の
「
修
驗
衟
四
重
阿
字
大
事
」
で
は
初
重
は
敎
法
す
な
わ
ち
文
字

言
說
な
ど
の
能
詮
（
記
さ
れ
た
も
の
）
と
し
て
の
阿
字
、
二
重
は
理
法
、

陰
陽
未
分
の
命
息
（
い
の
ち
）
を
示
す
所
詮
（
究
極
）
と
し
て
の
阿
字
、

三
重
は
行
法
・
刹
那
・
無
間
・
終
命
に
係
わ
る
生
死
と
し
て
の
阿
字
、

四
重
は
果
法
、
自
身
本
具
の
六
大
と
係
わ
る
不
生
不
滅
の
涅
槃
と
し
て

の
阿
字
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
こ
で
は
、
阿
字
の
敎
え
を
聞

き
、
そ
の
眞
理
を
悟
り
、
行
じ
て
成
果
を
得
る
形
を
と
り
、
最
後
は
涅

槃
に
到
逹
す
る
と
い
う
四
段
階
の
阿
字
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
後
者
の
「
修
驗
衟
阿
字
八
箇
證
義
」
で
は
、
阿
字
の
意
味
內
容

と
し
て
、
次
の
八
種
を
あ
げ
て
い
る
。
第
一
は
六
大
を
細
密
化
し
た
阿

字
、
第
二
は
三
諦
（
空
・
假
・
中
）
の
う
ち
「
空
」「
假
」
を
越
え
た
本

體
で
あ
る
「
中
」
に
あ
た
る
魂
・
氣
を
示
す
阿
字
、
第
三
は
阿
字
本
不

生
、
第
四
は
有
情
の
命
息
、
非
情
の
地
大
の
阿
字
、
第
五
は
有
情
で
は

身
內
を
養
い
、非
情
で
は
外
に
あ
っ
て
こ
れ
を
培
う
內
外
二
養
の
阿
字
、

第
六
は
有
情
、
非
情
の
生
死
を
離
れ
る
阿
字
、
第
七
は
有
情
の
入
息
、

非
情
の
出
魂
の
息
に
關
す
る
阿
字
、
第
八
は
父
母
未
生
已
前
の
人
間
が

陰
陽
未
分
の
元
の
氣
に
融
通
す
る
阿
字
で
、
こ
れ
を
本
有
不
生
不
可
得

の
阿
字
と
し
て
い
る
。

　
　

ⅱ
．
金
剛
界
・
胎
藏
界

　

金
剛
界
と
胎
藏
界
の
曼
荼
羅
は
密
敎
の
諸
尊
を
系
統
的
に
配
列
し
、

そ
の
思
想
を
全
體
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
で
は
大
峰
山
系
を

金
胎
の
曼
荼
羅
と
す
る
と
共
に
、
峰
々
は
金
剛
界
の
曼
荼
羅
、
谷
や
洞

窟
は
胎
藏
界
の
曼
荼
羅
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
峰
入
の
基
本
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的
な
所
作
と
さ
れ
る
床
堅
の
字
義
の
說
明
で
は
、「
床
」
は
金
胎
兩
部

の
曼
荼
羅
、「
堅
」
は
そ
こ
で
行
者
が
自
己
の
五
大
を
法
身
堅
固
な
も

の
と
確
信
す
る
作
法
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
修
驗
の
開
祖
と
さ
れ
る
役

行
者
の
像
容
は
金
胎
兩
部
不
二
の
直
體
を
示
す
と
し
て
い
た
。
こ
の
金

胎
不
二
は
夏
の
金
峰
山
の
金
胎
不
二
の
峰
入
、
山
伏
が
頭
上
に
被
る
斑

蓋
（
圓
相
）
が
金
剛
界
・
中
央
の
赤
の
圓
形
が
胎
藏
界
、
鈴
懸
の
上
衣

が
金
剛
界
九
會
・
袴
が
胎
藏
界
八
葉
、
腰
に
纏
う
腰
輪
（
胎
藏
界
）・
腹

輪
（
金
剛
界
）、
緣
笈
（
胎
藏
界
）
と
肩
箱
（
金
剛
界
）、
金
剛
杖
の
上
の

劍
頭
が
金
剛
界
、
下
の
杖
の
圓
形
が
胎
藏
界
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
修
驗
者
が
始
祖
と
し
て
仰
ぐ
役
行
者
の
み
で
な
く
、
彼
ら
自
體
が

金
胎
不
二
の
存
在
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
こ

の
不
二
は
貝
の
緖
の
腰
輪
と
腹
輪
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
胎
藏
界
・
金

剛
界
の
み
で
な
く
、
地
・
水
、
ア
・
バ
ン
、
方
・
圓
、
色
・
心
、
理
・
智
、

父
・
母
の
不
二
に
乁
ん
だ
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
不
二
は
、
生
・
滅
、
淨
・

穢
、
善
・
惡
、
生
・
死
な
ど
あ
ら
ゆ
る
二
元
的
、
相
對
的
な
槪
念
は
絶

對
的
立
場
か
ら
す
る
と
決
し
て
對
立
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
空
海

の
思
想
に
も
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
後
に
天
台
本
覺
論
に
と

展
開
し
た
の
で
あ
る
。

　
　

二
．
天
台
宗
と
修
驗
衟
思
想
・
儀
禮

　
　

ⅰ
．
一
心
三
觀
と
十
界
互
具

　

卽
傳
は
さ
き
に
引
用
し
た
『
修
驗
頓
覺
速
證
集
』
所
收
の
「
諸
宗
立

義
」
の
項
で
天
台
宗
は
一
心
三
觀
を
立
義
と
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の

一
心
三
觀
は
天
台
宗
の
觀
想
の
一
つ
で
、
ひ
と
思
い
の
心
の
う
ち
に
空

觀
、
假
觀
、
中
觀
の
三
觀
を
同
時
に
實
現
す
る
こ
と
を
さ
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
三
觀
は
一
切
を
空
と
觀
じ
、
假
と
觀
じ
、
ま
た
空
も
假
も
一

で
あ
る
と
觀
ず
る
。
一
方
で
中
觀
は
前
二
觀
が
別
々
で
あ
る
と
す
る
見

解
を
批
判
し
、
並
用
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
所
揭
の
「
天
台
所
立
宗
旨
」
で
は
空
・
假
・

中
の
三
觀
を
ひ
と
思
い
の
う
ち
に
一
時
に
祈
念
す
る
こ
と
を
一
心
三
觀

と
し
て
い
た
。『
修
驗
修
要
祕
決
集
』
の
「
山
伏
二
字
義
」
で
山
の
字

は
空
・
假
・
中
の
三
諦
を
一
念
と
觀
ず
る
と
し
、
實
際
に
結
袈
裟
の
山

の
形
が
こ
れ
を
示
す
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
一
心
三
觀
と
結
び
つ
く

も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
表
現
は
異
な
る
が
、「
山
伏
二
字

之
事
」
に
見
ら
れ
る
報
身
、
應
身
、
法
身
の
三
身
卽
一
、
蓮
華
部
、
金

剛
部
、
佛
部
の
三
部
卽
一
も
一
心
三
觀
の
思
想
に
も
と
づ
く
と
考
え
ら

れ
る
。

　

天
台
宗
で
今
一
つ
廣
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
十
界
互
具
の
思
想
が

あ
る
。
こ
れ
は
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
・
天
・
聲
聞
・
緣
覺
・
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菩
薩
・
佛
の
十
の
生
存
領
域
の
そ
れ
ぞ
れ
が
他
の
九
界
を
備
え
て
い
る
。

例
え
ば
地
獄
の
衆
生
も
佛
と
な
り
う
る
し
、
佛
も
迷
界
の
衆
生
と
な
り

う
る
と
の
思
想
で
あ
る
。『
修
驗
修
要
祕
決
集
』
で
は
峰
入
修
行
で
、

こ
の
十
界
の
そ
れ
ぞ
れ
に
充
當
し
た
十
界
修
行
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

十
界
互
具
を
知
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
天
台
思
想
に
も
と
づ
く
も

の
で
あ
る
。

　
　

ⅱ
．
不
二
・
卽―

天
台
本
覺
思
想

　

週
知
の
よ
う
に
中
古
天
台
思
想
の
中
核
を
な
す
の
は
本
覺
思
想
で
あ

る
。
田
村
芳
朗
は
こ
の
本
覺
思
想
を
二
元
相
對
の
現
實
を
こ
え
た
不
二

絶
對
の
世
界
を
究
明
し
、
そ
こ
か
ら
現
實
に
も
ど
っ
て
二
元
相
對
の
諸

相
を
不
二
本
覺
の
現
れ
と
し
て
肯
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る（

（（
（

。
な
お
卽

は
不
二
と
同
意
で
あ
る
。

　

『
修
驗
修
要
祕
決
集
』
で
は
、
種
々
の
形
で
不
二
を
說
い
て
い
る
。

主
な
も
の
に
は
顯
密
不
二
（「
宗
旨
」）
金
胎
兩
部
の
不
二
（
宗
旨
）、
順

逆
不
二
峰
（
夏
峰
）、
無
明
法
性
不
二
（
伏
の
字
、
引
敷
）、
凡
圣
不
二
（
頭

襟
、結
袈
裟
、引
敷
）、始
本
不
二
（
卽
身
卽
身
、客
僧
）、二
本
の
螺
の
緖
（
腰

輪
と
腹
輪
）
を
地
・
水
、
胎
藏
界
・
金
剛
界
、
ア
・
バ
ン
、
方
・
圓
、
色
・

心
、
理
・
智
、
父
・
母
の
不
二
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
　

ⅲ
．
本
覺
讚

　

『
修
驗
修
要
祕
決
集
』
で
は
「
螺
緖
印
信
」
や
「
柱
源
供
養
法
」
で

天
台
本
覺
論
の
基
本
と
さ
れ
る
「
本
覺
讚
」
の
解
釋
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
本
覺
讚
の
八
句
の
頌
を
、
①
本
覺
を
心
と
法
身
と
の
妙
法
の
心
蓮

臺
に
當
住
し
、
本
來
三
身
の
德
を
具
足
し
、
②
三
十
七
尊
の
心
城
に
住

し
、
③
普
門
塵
數
の
法
三
昧
に
入
り
、
因
果
を
遠
離
し
法
然
に
具
し
、

無
邊
德
海
に
本
よ
り
圓
滿
に
歸
命
す
れ
ば
④
還
っ
て
我
が
心
の
諸
佛
に

頂
禮
せ
よ
、
と
讀
み
く
だ
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
初
め
の
三
句
①
は
胎
藏
界
の
諸
尊
、
次
の
一
句
②
は
金
剛

界
の
諸
尊
、
そ
の
次
の
三
句
③
は
兩
部
の
眷
屬
諸
尊
、
後
の
一
句
④
は

兩
部
の
諸
尊
へ
の
歸
依
を
示
す
と
し
て
い
る
。
ま
た
『
祕
記
』
を
引
い

て
、
初
め
の
歸
命
①―

③
は
意
歸
、
行
の
頂
禮
④
は
身
敬
を
示
す
と
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
本
覺
讚
を
胎
藏
界
、金
剛
界
の
諸
尊
へ
の
歸
命
と
、

そ
れ
を
內
在
し
た
自
身
の
心
の
諸
佛
へ
の
頂
禮
を
說
く
と
い
う
よ
う
に

密
敎
と
結
び
つ
け
て
い
る
こ
と
が
註
目
さ
れ
る
。

　
　

三
．
修
驗
衟
の
思
想
と
儀
禮

　
　

ⅰ
．
十
界
一
如

　

卽
傳
は
さ
き
に
あ
げ
た
『
修
驗
頓
覺
速
證
集
』
の
諸
宗
の
立
義
の
項

で
は
、
修
驗
衟
は
十
界
一
如
を
立
義
と
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
十
界
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一
如
は
『
修
驗
修
要
祕
決
集
』
の
「
修
驗
宗
旨
」
の
項
に
「
修
驗
の
宗

旨
と
は
無
想
三
密
の
法
義
、
十
界
一
如
の
妙
理
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い

た（
（（
（

。
そ
し
て
峰
入
で
は
十
界
の
一
つ
一
つ
に
修
行
を
充
當
し
、
そ
れ
を

通
し
て
十
界
互
具
を
悟
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
ま
た
修
驗
衟
の
本
尊

で
あ
り
、
衆
生
の
心
相
の
中
に
住
す
る
と
し
た
不
動
明
王
は
十
界
本
具

の
佛
と
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
修
驗
衟
の
結
袈
裟
は
九
條
袈
裟
だ
が
、

こ
の
九
條
は
九
界
で
、
こ
れ
を
佛
界
で
あ
る
行
者
が
着
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
十
界
を
具
足
し
う
る
と
し
て
い
た
。
ま
た
行
者
が
背
負
う
笈
は
十

界
を
含
藏
す
る
と
し
て
い
る
。

　
　

ⅱ
．
生
と
母
胎

　

上
記
の
眞
言
・
天
台
の
敎
え
を
導
入
し
た
り
、
そ
れ
を
展
開
し
た
も

の
の
他
は
、
人
閒
の
生
の
營
み
と
結
び
つ
い
た
二
滴
和
合
（
斑
蓋
）、
父

母
不
二
（
螺
の
緖
）、
胞
衣
（
斑
蓋
）、
臍
の
緖
（
螺
の
緖
）、
母
胎
に
抱
か

れ
る
（
緣
笈
）
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
註
目
さ
れ
る
。

　

古
來
修
驗
衟
で
は
峰
入
を
す
る
山
は
靈
魂
の
原
鄕
と
さ
れ
る
と
共
に

死
後
の
靈
魂
を
は
ぐ
く
み
淨
化
す
る
母
な
る
山
と
す
る
思
想
が
認
め
ら

れ
た
。
そ
し
て
葬
場
の
四
門
に
な
ぞ
ら
え
た
發
心
、
修
行
、
等
覺
、
妙

覺
の
四
門
を
へ
て
擬
死
の
體
驗
後
、
二
滴
和
合
（
斑
蓋
）、
母
胎
に
抱
か

れ
る
（
笈
）、
臍
の
緖
（
螺
緖
）
と
再
生
を
示
す
衣
體
を
身
に
つ
け
て
修

行
し
て
い
る
。
な
お
、灌
頂
啓
白
の
項
に
付
記
さ
れ
た
四
度
灌
頂
で
は
、

一
　

入
宿
灌
頂
、
二
　

業
秤
灌
頂
、
三
　

穀
斷
正
灌
頂
、
四
　

出
生
灌
頂
か

ら
成
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
ま
ず
懷
胎
に
な
ぞ
ら
え
た
宿
に
入
り
、
こ

れ
ま
で
に
犯
し
た
罪
障
の
重
さ
を
知
り
、
懺
悔
し
た
う
え
で
、
穀
斷
に

よ
っ
て
生
理
的
に
お
い
込
ん
だ
う
え
で
祕
印
を
授
か
っ
た
（
自
誓
受
戒
）

上
で
佛
と
し
て
出
生
す
る
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

結

　

『
修
驗
修
要
祕
決
集
』
の
全
體
の
構
成
と
各
「
分
」
の
內
容
を
見
る
と
、

「
最
極
分
」
に
阿
字
、「
極
祕
分
」
に
峰
入
に
關
す
る
十
界
修
行
、
床
堅
、

閼
伽
、
小
木
、
峰
入
の
あ
か
し
と
し
て
の
碑
傳
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

そ
し
て
「
深
祕
分
」
で
山
伏
の
字
義
、不
動
明
王
、「
淺
略
分
」
で
宗
旨
、

依
經
、
成
佛
論
を
あ
げ
、
上
卷
の
最
初
に
「
衣
體
分
」
を
配
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
卽
傳
は
阿
字
、
峰
入
を
最
も
重
視
し
、
つ
い
で
山
伏
の
字

義
に
も
と
づ
く
山
伏
の
あ
り
方
を
說
い
て
い
る
。
そ
し
て
す
で
に
成
立

し
て
い
た
他
宗
と
對
比
す
る
形
で
宗
旨
や
依
經
を
あ
げ
、
當
時
世
閒
で

知
ら
れ
て
い
た
山
伏
問
答
に
對
應
す
る
形
で
衣
體
分
を
最
初
に
付
し
て

い
る
。
そ
こ
で
最
後
に
こ
の
順
序
に
卽
し
て
本
書
の
特
徵
を
ま
と
め
て

お
き
た
い
。

　

ま
ず
峰
入
を
す
る
山
嶽
は
金
胎
不
二
、
阿
字
の
佛
土
と
さ
れ
、
峰
中
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の
宿
を
十
界
同
居
の
衟
場
と
し
て
い
る
。
峰
入
の
種
類
で
は
、
春
の
熊

野
か
ら
吉
野
の
順
峰
を
無
明
、
秋
の
吉
野
か
ら
熊
野
の
逆
峰
を
法
性
と

し
、
夏
の
金
峰
へ
の
峰
入
を
順
逆
不
二
の
峰
、
無
明
法
性
不
二
と
し
て

い
る
。夏
の
金
峰
の
峰
入
は
先
逹
衆
が
小
篠
の
宿
で
集
會
を
持
っ
た
故
、

こ
れ
を
重
視
し
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
彥
山
で
は
夏
の
峰
入
の
場
所
を

神
山
・
胎
金
和
合
の
峰
と
し
て
い
た
。
峰
中
の
作
法
は
六
衟
に
な
ぞ
ら

え
た
罪
の
明
示
（
業
秤
）、
穀
斷
、
相
撲
、
懺
悔
、
延
年
と
具
體
的
な
作

法
の
後
、
聲
聞
で
四
諦
、
緣
覺
で
十
二
因
緣
、
菩
薩
で
六
波
羅
蜜
を
敎

わ
り
、
そ
の
上
で
自
身
卽
大
日
如
來
と
な
っ
た
と
觀
じ
さ
せ
て
い
た
。

さ
ら
に
こ
の
十
界
修
行
で
十
界
互
具
を
知
る
と
し
て
い
た
。
ま
た
床
堅

で
は
自
身
卽
大
日
如
來
と
觀
じ
、
閼
伽
で
生
起
、
寀
燈
で
死
滅
、
柱
源

供
養
法
で
本
不
生
の
阿
字
に
な
っ
た
と
觀
じ
て
い
た
。

　

本
尊
不
動
明
王
の
像
容
は
十
界
を
示
す
と
し
、
衆
生
は
こ
の
不
動
が

自
己
の
心
想
の
中
に
住
す
る
と
觀
じ
て
い
た
。
山
伏
の
字
義
は
「
山
」

で
三
身
卽
一
、
三
諦
一
念
、
三
部
卽
一
を
觀
じ
、「
伏
」
で
は
無
明
・

法
性
不
二
を
說
い
て
い
る
。
な
お
三
諦
で
は
中
諦
、
三
身
で
は
法
身
、

三
部
で
は
佛
部
に
重
點
を
お
い
て
い
る
、
ま
た
山
伏
は
始
覺
、
山
臥
は

本
覺
、
修
驗
は
始
本
雙
修
、
客
僧
は
始
本
不
二
で
客
僧
を
第
一
と
し
て

い
る
。こ
れ
は
卽
傳
自
身
が
客
僧
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

他
宗
と
の
關
わ
り
で
の
修
驗
衟
の
位
置
づ
け
は
修
驗
衟
は
顯
密
不
二

の
敎
え
と
し
、
十
界
一
如
を
宗
旨
と
す
る
が
、
依
經
を
立
て
ず
自
然
の

依
正
を
そ
の
ま
ま
無
作
本
覺
の
體
性
と
す
る
。
法
爾
常
恆
の
經
を
依
經

と
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
自
然
と
の
ま
じ
わ
り
の
中
で
悟
り
を
得

る
こ
と
を
重
視
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

開
祖
に
假
託
し
た
役
行
者
は
大
日
如
來
、
不
動
明
王
の
化
身
で
そ
の

像
容
は
金
胎
不
二
の
直
體
と
し
、
左
右
の
禪
童
鬼
、
智
童
鬼
は
不
動
の

兩
童
子
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。

　

成
佛
論
で
は
卽
身
成
佛
を
始
覺
、
卽
身
卽
佛
を
本
覺
、
卽
身
卽
身
を

始
本
不
二
と
し
、
こ
の
卽
身
卽
身
に
よ
っ
て
無
作
三
身
の
直
體
と
な
っ

た
と
し
、
こ
こ
に
修
驗
の
成
佛
論
の
獨
自
性
が
あ
る
と
す
る
。
ま
た
成

佛
ま
で
の
期
間
は
春
、
夏
、
秋
の
峰
入
を
三
度
く
り
返
す
こ
と
に
よ
っ

て
三
大
阿
僧
祇
劫
を
へ
た
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
衣
體
分
で
は

「
數
法
相
配
釋
」
の
影
響
が
み
ら
れ
る
が
、
全
體
と
し
て
金
胎
不
二
、

凡
圣
不
二
が
主
潮
を
な
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
衣
體
分
の
宗
旨
、
山
伏
の
字
義
、
卽
身
卽
身
な
ど
に

は
不
二
の
思
想
が
見
ら
れ
る
が
、
實
踐
と
關
わ
る
峰
入
の
う
ち
に
六
衟

や
、
四
度
灌
頂
、
春
・
秋
・
夏
の
三
度
の
峰
入
を
三
大
阿
僧
祇
劫
に
充

當
す
る
な
ど
實
際
に
卽
し
た
說
明
も
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
先
逹
衆
の

集
會
と
關
わ
る
金
峰
山
の
峰
入
を
順
逆
不
二
、
非
因
非
果
と
し
た
り
、

彼
自
身
が
そ
う
だ
っ
た
客
僧
を
始
本
不
二
で
、
阿
字
不
生
の
覺
體
と
な
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っ
た
と
す
る
な
ど
、
實
際
に
則
し
た
說
明
も
試
み
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。註（

１
）
　

『
役
行
者
本
記
』
修
驗
衟
章
疏
Ⅲ
所
收
。
な
お
役
行
者
の
傳
承
に
關

し
て
は
宮
家
準
『
役
行
者
と
修
驗
衟
の
歷
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

〇
〇
年
）、
參
照
。

（
２
）
　

『
諸
山
緣
起
』『
寺
社
緣
起
』
日
本
思
想
大
系
二
〇
（
岩
波
書
店
、
一

九
七
五
年
）。『
金
峰
山
祕
密
傳
』
修
驗
衟
章
疏
Ⅰ
、『
修
驗
指
南
鈔
』

村
山
修
一
校
註
『
神
衟
大
系
』
論
說
編
一
七
「
修
驗
衟
」（
神
衟
大
系

編
纂
會
、
一
九
八
八
年
）。『
兩
峰
問
答
祕
鈔
』
修
驗
衟
章
疏
Ⅲ
、『
大

峰
緣
起
』
阿
部
泰
郞
・
山
崎
誠
編
「
熊
野
、
金
峰
、
大
峰
緣
起
等
」（
臨

川
書
店
、
一
九
九
八
年
）。

（
３
）
　

『
修
驗
三
十
三
通
記
』『
修
驗
修
要
祕
決
集
』
修
驗
衟
章
疏
Ⅱ
。

（
４
）
　

宮
家
準
「『
修
驗
修
要
祕
決
集
』
の
成
立
と
展
開
」、『
修
驗
衟
思
想

の
硏
究
』
增
補
決
定
版
（
春
秋
社
、
一
九
九
九
年
）
一
〇
〇
五―
一
〇

二
三
頁
、
淺
田
正
博
「『
修
驗
修
要
祕
決
集
』
の
註
釋
書
と
し
て
の
「
修

要
鈔
」
三
卷
と
「
修
驗
記
」
一
〇
卷
と
に
つ
い
て
」『
龍
谷
大
學
論
集
』

四
三
六
、
二
〇
〇
〇
年
、
參
照

（
５
）
　

『
山
伏
二
字
義
』
修
驗
衟
章
疏
Ⅲ
所
收
、『
修
驗
衟
法
具
祕
決
精
註
』

修
驗
衟
章
疏
Ⅰ
、
所
收
。

（
６
）
　

上
揭
宮
家
準
「『
修
驗
修
要
祕
決
集
』
の
成
立
と
展
開
」、
參
照
。

（
７
）
　

宮
家
準
『
日
本
佛
敎
と
修
驗
衟
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
九
年
）
一
四

六―

一
五
〇
頁
、
一
六
九―

一
八
六
頁
。

（
８
）
　

「
山
伏
衟
付
法
印
證
狀
」『
彥
山
修
驗
祕
決
印
信
口
決
集
』
修
驗
衟
章

疏
Ⅱ
・
五
一
六―

五
一
七
頁
。

（
９
）
　

『
修
驗
頓
覺
速
證
集
』、『
三
峰
相
承
法
則
密
記
』、『
彥
山
峰
中
灌
頂

密
藏
』、『
彥
山
修
驗
祕
決
印
信
口
決
集
』
は
修
驗
衟
章
疏
Ⅱ
、『
柱
源

祕
底
記
』
は
神
衟
大
系
五
〇
　

神
社
編
　

阿
蘇
・
英
彥
山
（
神
衟
大
系

編
纂
會
、
一
九
八
七
年
）、
所
收
。

（
10
）
　

「
修
驗
修
要
祕
決
目
錄
」
修
驗
衟
章
疏
Ⅱ
・
三
六
五―

三
六
六
頁
。

（
11
）
　

『
修
驗
修
要
祕
決
集
』
修
驗
衟
章
疏
Ⅱ
・
三
六
五
頁
。

（
12
）
　

『
修
驗
衟
切
紙
發
題
』
こ
の
切
紙
に
つ
い
て
は
宮
家
準
上
揭
「『
修
驗

修
要
祕
決
集
』
の
成
立
と
展
開
」、
參
照
。

（
13
）
　

上
揭
宮
家
準
「『
修
驗
修
要
祕
決
集
』
の
成
立
と
展
開
」、『
修
驗
衟

思
想
の
硏
究
』
增
補
決
定
版
、
一
〇
〇
六―

一
〇
一
四
頁
。

（
14
）
　

佛
敎
語
の
解
說
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
中
村
元
『
佛
敎
語
大
辭
典
』

上
、
下
（
東
京
書
籍
、
一
九
七
五
年
）
に
よ
る
。

（
15
）
　

「
諸
宗
立
義
」『
修
驗
頓
覺
速
證
集
』
修
驗
衟
章
疏
Ⅱ
・
四
四
九
頁
。

（
16
）
　

こ
の
添
書
分
第
一
の
「
略
緣
起
」
乁
び
第
二
の
「
尊
形
」
の
表
題
は

役
行
者
だ
が
兩
分
と
も
本
文
で
は
役
優
婆
塞
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
役

行
者
に
つ
い
て
は
上
揭
宮
家
準
『
役
行
者
と
修
驗
衟
の
歷
史
』、
參
照
。

（
17
）
　

室
町
末
に
な
る
『
役
行
者
本
記
』
に
は
全
國
各
地
の
役
行
者
登
拜
の

靈
山
や
開
基
寺
院
を
あ
げ
て
い
る
。

（
18
）
　

「
山
王
二
字
釋
事
」『
溪
嵐
拾
葉
集
』、
大
正
新
脩
大
藏
經
七
六
・
五



確
立
期
修
驗
衟
の
思
想
と
儀
禮
（
宮
家
）
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二
七
頁
。

（
19
）
　

「
天
台
所
立
宗
旨
」『
溪
嵐
拾
葉
集
』、
大
正
新
脩
大
藏
經
七
六
・
五

〇
九―
五
一
〇
頁
。

（
20
）
　

「
數
法
相
配
釋
」
は
最
澄
に
假
託
さ
れ
た
『
法
界
心
體
論
』
な
ど
に

見
ら
れ
る
が
、
鎌
倉
時
代
末
か
ら
廣
く
用
い
ら
れ
た
。
田
村
芳
朗
「
天

台
本
覺
思
想
槪
說
」『
天
台
本
覺
論
』
日
本
思
想
大
系
九
（
岩
波
書
店
、

一
九
七
三
年
）
五
三
九
頁
。

（
21
）
　

『
修
驗
頓
覺
速
證
集
』
下
　

第
二
六
の
「
山
伏
衣
體
三
差
別
法
知
事
」

の
項
に
は
衣
體
を
、
常
住
八
相
：
頭
襟
、
袈
裟
、
鈴
繫
、
法
螺
、
念
珠
、

錫
杖
、
柴
打
、
檜
扇
。
斑
蓋
、
引
敷
、
脚
半
、
藁
鞋
。
以
上
十
二
相
を

駈
路
の
相
：
峰
中
の
相
：
笈
、
形
箱
、
金
剛
杖
、
走
繩
と
に
分
け
て
い
る
。

（
修
驗
衟
章
疏
Ⅱ
・
四
三
九
頁
）

（
22
）
　

「
彥
山
修
驗
傳
法
血
脉
」
修
驗
衟
章
疏
Ⅲ
・
三
一
〇―

三
一
一
頁
。

な
お
『
修
要
鈔
』
に
は
「
役
行
者
入
峰
建
立
開
山
也
。
智
光
行
者
衣
體

建
立
祖
師
也
」（『
修
要
鈔
』
中
の
下
十
七
丁
）
と
あ
る
。

（
23
）
　

『
安
宅
』
西
野
春
雄
校
註
『
謠
曲
百
番
』
新
日
本
古
典
文
學
大
系
五

七
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）
一
三
七―

一
三
八
頁
。

（
24
）
　

『
一
遍
圣
繪
』
第
一
〇
、
橘
俊
衟
『
一
遍
上
人
全
集
』（
春
秋
社
、
一

九
八
九
年
）
九
二―

九
五
頁
。

（
25
）
　

『
諸
山
緣
起
』『
寺
社
緣
起
』
日
本
思
想
大
系
二
〇
（
岩
波
書
店
、
一

九
七
五
年
）
九
一―

一
〇
二
頁
。

（
26
）
　

「
三
峰
相
配
事
」『
三
峰
相
承
法
則
密
記
』、
修
驗
衟
章
疏
Ⅱ
・
四
八

八
頁
。

（
27
）
　

卷
下
、
私
用
分
第
二
に
「
正
灌
頂
大
事
」
と
あ
る
が
「
口
傳
あ
り
」

と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

（
28
）
　

『
柱
源
祕
底
記
』
上
揭
、阿
蘇
・
英
彥
山
七
九―

八
〇
頁
、宮
家
準
「
修

驗
衟
の
柱
源
護
摩
」、
宮
家
準
『
修
驗
衟
思
想
の
硏
究
』
增
補
決
定
版
、

二
一
三―

二
三
三
頁
。

（
29
）
　

「
諸
宗
立
義
」『
修
驗
頓
覺
速
證
集
』
卷
下
、
修
驗
衟
章
疏
Ⅱ
・
四
四

九
頁
。

（
30
）
　

「
修
驗
衟
四
重
阿
字
大
事
」『
彥
山
修
驗
祕
訣
印
信
口
決
集
』
修
驗
衟

章
疏
Ⅱ
・
四
九
八―

四
九
九
頁
。「
修
驗
衟
阿
字
八
筒
證
義
」
同
上
書

五
〇
〇―

五
〇
一
頁
。

（
31
）
　

田
村
芳
朗『
天
台
本
覺
論
』、『
田
村
芳
朗
佛
敎
學
論
集
　

第
一
卷
』（
春

秋
社
、
一
九
九
〇
年
）
一
五
九―

一
八
四
頁
、
參
照
。

（
32
）
　

「
諸
宗
立
義
」上
揭『
修
驗
頓
覺
速
證
集
』修
驗
衟
章
疏
Ⅱ
・
四
四
九
頁
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
山
臥
、
十
界
一
如
、
法
爾
常
恆
の
法
、
役
行
者
、
十
界
修
行




